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・「秀麗富嶽12景　高川山からの富士」
日時：2016年12月18日撮影
場所：山梨県　高川山
平成10年卒　京橋支部　横田　東生先生　撮影

・ねぶた「紅葉狩り」
日時：2017年10月27日撮影
場所：青森県　ねぶたの家　ワ・ラッセ
昭和60年卒　千葉県支部　佐々木　葉子先生　撮影

・第45回同窓会主催全国ゴルフ大会を終えて
・「第49回東歯祭および後夜祭・歯学体成績報告会」
開催

・平成29年度　評議員会
・「通勤ロード」
日時：2016年７月12日撮影
場所：北海道　中富良野町
平成９年卒　旭川支部　藤堂　雅成先生　撮影
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東京歯科大学同窓会会報　第410号

目　　　次



の人たちでたいへんなにぎわいで
す。多くの県外ナンバーの車が訪
れ，また近年は外国の方も多く
なってきました。
これから冬になるとこの辺りは
５メートルを超える積雪になりま
す。酸ヶ湯温泉は由緒ある名湯で
すし，八甲田の樹氷も見事なもの
で，５月のゴールデンウィークの
頃までスキーを楽しむことができ
ます。
山の麓には青森のシンボルであ
るりんご畑が広がっています。地

元ならではの「りんご狩り」では
あまり市場に出ない品種のりんご
をその場で食べることができま
す。最近では黄色いりんごもメ
ジャーになりつつありますが，青
森県代表は「トキ」といいますの
でぜひ召し上がってみてください。
また日本海側の秋田県との県境
には世界遺産の「白神山地」があ
ります。世界最大のブナの原生林
や「暗門の滝」「十二湖」など見
所満載です。さらに下北半島には
霊峰「恐山」が陸奥湾を見下ろし

青森さ，こいへ～！（青森に来てね～！）

青 　 森 　 県

青森県は太平洋・日本海・津軽
海峡と三方を海に囲まれており，
大間のまぐろを筆頭に海産物の宝
庫です。その青森で今回は「山」
の自慢をさせていただきます。
青森市の南方にそびえ立つ八甲

田連峰。実は八甲田山という山は
ないということをご存知でしょう
か？標高1,585ｍの大岳をはじめ
とした10以上の山々などからなっ
ており，八甲田ロープウェイの山
頂駅は田茂萢岳にあります。秋の
紅葉はすばらしく，観光客や地元

八甲田連峰を望む

ふるさと自慢

ふるさと自慢　～私のお気に入り～



ております。７月の大祭では「イ
タコの口寄せ」が有名です。
「山」の話をしてまいりました
が，青森の自慢といえばやはり
「ねぶた」をはずすことはできま
せん。「青森ねぶた祭」は毎年８

月２日～７日まで開催されます。
ほぼ同時期に「弘前ねぷたまつ
り」「五所川原立佞武多祭」「八戸
三社大祭」もありますので，県内
は短い夏の中で大きな盛り上がり
をみせます。

まだまだ自慢したいものがたく
さんありますので，皆さん，是非
青森においでください。待ってる
はんでの～！（お待ちしてま～
す！）
（昭和63年卒　古川由美子）

ふじりんご

八甲田地獄沼周辺 トキりんご

今年の「ねぶた大賞」

ふるさと自慢



平成28年１月に発足しました現執行部も本年12月
末までとなりました。平成28年度・29年度の執行部
の発足にあたり同窓会運営の重点項目として，会員
との連携強化，情報ネットワークなどを活用した会
員への情報の提供，大学との協力体制の強化，アカ
デミア構想による人材の育成，会員の支部加入促進
と財政基盤の強化の５項目を掲げました。
このうち特に若手の会員との連携につきまして
は，本年度も卒業５年目までの会員自身により企画，
運営による新進会員の会を開催いたしました。
さらに大学の協力のもと学生を同窓会の準会員と
して，学生時代や，さらに卒業時や研修医の終了時
などに，歯科医師としての人生において同窓会が果
たしている役割や，各種事業，各地域における同窓
会支部の具体的な活動などについて紹介をしていま
す。
会員への情報提供については，ホームページをで
きるだけ早期に更新し，常に新しい同窓会の活動や
予定などについてお知らせしています。
最近の在校生のご父兄は母校の同窓生だけでな
く，他大学の出身の方々が著しく増加しています。
本年８月に大学の協力のもと，大学広報を保護者の

方に配布する際に，平成29年２月号と６月号の同窓
会会報を同封して戴き，全保護者の方に配布いたし
ました。保護者の方からは，将来ご子弟が入会する
同窓会の組織の活動について知り，さらに地元にお
ける同窓会支部の状況などを知ることができ，将来
について安心感を持つことが出来たとの反応もあり
ました。
大学の創立120周年の記念事業の大学の水道橋移
転は，昨年４月の西棟の建設，本年４月の短期大学
歯科衛生学科の開校により一段落を迎えることが出
来ました。血脇ホールの建設，さらにこの西棟の建
設に関しましては，同窓の皆様には大学へのご寄付
をお願いし，絶大なるご支援を賜り心から厚く御礼
申し上げます。本年10月号の会報に掲載されていま
すように，大学として長く感謝の気持ちを表すため，
ご寄付を賜った会員のお名前を刻んだ銘板を西棟に
掲示いたしました。現在，大学は今後とも臨床研修
施設や学生の厚生施設の充実を図ってゆく必要があ
ります。平成30年３月まで大学への寄付を継続して
お願いしておりますので，ご支援賜りますようお願
い申し上げます。
同窓会の学術部におきましては，アカデミア構想
による若手の会員の人材育成に努めております。毎
週のように同窓会におきまして，夕方に症例発表を
中心とした勉強会を開催しております。ここで育っ
た多くの人材が同窓会の学術委員として，さらに各
地域において，地域医療の担い手として活躍しだし
ておられます。
現在，日本歯科医師会には役員として５名の東歯
同窓がおられ，また都道府県の会長として５名の同
窓が活躍されておられます。
また，日本学校歯科医会会長の川本　強先生，日
歯連盟副理事長の冨山雅史先生はじめ多くの同窓
が，現在，全国の歯科関連組織で中心的役割を担っ
ています。
さらに，衆議院議員として千葉県の白須賀貴樹議
員，参議院議員として神奈川県の島村　大議員が同
窓の国政議員としておられ，日本における歯科医療
の充実に向けて日夜努力されておられます。
同窓会としてはこれらの方々に続き，将来の日本
の歯科界を担う若手の人材の育成を各地域支部と連
携して，さらに進めてゆこうと思っています。
継続可能な共済制度の改革や各種事業の合理化な
どにより同窓会の財政基盤の強化に取り組んでいま
す。それには各支部の皆様の絶大なるご支援が何よ
り大切となります。今後とも同窓会への皆様の更な
るご支援を宜しくお願い申し上げます。

巻 頭 言

本年度の同窓会事業
へのご協力に

厚く御礼申し上げます

会　長

矢 﨑 秀 昭
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平成29年度　評議員会決定事項
●役員改選（任期：平成30年１月１日～平成31年12月31日）

　　  【会　長】   ：矢﨑秀昭 先生（Ｓ42年卒・新宿支部）
　　  【監　事】   ：矢島安朝 先生（Ｓ55年卒・大学支部）
　　　　　　　　春山良夫 先生（Ｓ46年卒・埼玉県支部）
　　　　　　　　太田昭二 先生（Ｓ49年卒・静岡県支部）　　　（届出順）
　　他の役員については，次号の会報にてお知らせする予定です。

●東京歯科大学同窓会共済規程の廃止
現行の「共済規程」は，平成29年12月31日をもって廃止となります。
平成29年12月31日以前に，逝去・被災等がございましたら，所属支部の支部長を通じ，同窓会事務局
にご報告願います。（支部に所属していない「新進会員」は，事務局に直接）
平成30年に入ってからでも結構ですが，なるべく早急にお知らせください。

東京歯科大学同窓会慶弔基金規程の制定
（平成29年11月19日制定　平成30年１月１日施行）

第１条　この規程は，東京歯科大学同窓会（以下，「本会」という）会則第３条および第４条の規定
に基づき，会員の福祉の増進をはかるため，会員の慶弔の給付に関し必要な事項を定めることを目
的とする。
第２条　前条の目的を達成するために本会に慶弔基金を設ける。
２　慶弔基金は，特別会計とし，その会計年度は本会の会計年度と同じとする。
第３条　慶弔基金は，本規程施行直前の東京歯科大学同窓会共済基金よりその全額を引き継ぎ，運営
に当てる。
２　本基金運営を持続するため，本会経常部会計からの繰り入れを行う。ただし，繰り入れの額は，
評議員会の議決により定める。
第４条　弔慰金の請求は，その支払い事由が発生した場合，原則として，弔慰金受領者より支部長を
通じて，死亡した事実を証明する書類をもって届け出ることによって行う。
第５条　慶弔金の金額は次のとおりとする。
　一　80歳の長寿お祝い金 ５万円
　二　100歳の長寿お祝い金 ３万円
　三　死亡の場合 弔慰金　８万円
　　　ただし，80歳の長寿お祝い金受領者の弔慰金は３万円とする
　　　別途生花代（消費税を含む）として，２万円を支給する
２　慶弔金の支払いは，事由発生後できるだけ速やかに行うよう努めるものとする。
第６条　特別の事情により，前条規定の適用が困難となった場合は，会長は常任理事会にはかり，別
途方法をとることができる。ただし，次回の理事会および評議員会において承認を得なければなら
ない。
第７条　慶弔金受領の効力は，本会において入会手続を完了した日から発生する。
第８条　会員が事由発生時において１年以上東京歯科大学同窓会会費を滞納している時は，理事会の
議を経て，慶弔金の支払いを行わない。
第９条　この規程の変更は，評議員会の議決を経なければ行うことができない。

付　　　則

第10条　この規程は，平成30年１月１日から施行する。

お 知 ら せ

お 知 ら せ
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理事会より
●東京歯科大学同窓会の年末年始のお休みは，平成29年12月29日（金） 
～平成30年１月４日（木）となります。

●平成30年１月１日より東京歯科大学同窓会の住所表記が変更になります。
〒101－0061　東京都千代田区神田三崎町２－９－18

●執行部任期満了
現執行部は本年末をもって任期満了となります。次期執行部にも 
更なるご支援をよろしくお願い申し上げます。

同窓会事業・行事
●平成30年度東京歯科大学同窓会評議員会および都道府県代表者会
　と　き　平成30年11月予定（詳細未定）
●TDCアカデミア2018
　・卒後研修
　・臨床セミナー
　・医療教養
詳細は同封パンフレット参照

地域支部連合会・支部関係
●支部長交代
平成29年６月１日付
日本橋支部　　　　　高橋　英史 氏（昭59卒）
　　　　前支部長　　福岡　博史 氏（昭58卒）

●支部長退任
平成29年10月18日付
滝野川支部　　　　　海老原典子 氏（昭42卒）

母校関係行事・案内
●平成30年度 東京歯科大学 入学試験情報

入試制度 募集人員 出願期間
（期間内必着） 試験日 合格発表日 試験会場

一般入試（Ⅰ期） 約５０名 平成２９年１２月１５日
～

平成３０年１月２６日
平成３０年
２月２日

平成３０年
２月５日

東京会場：
東京歯科大学水道橋校舎本館
大阪会場：
TKP新大阪ビジネスセンター
福岡会場：
TKP博多駅前シティセンター

大学入試センター利用
試験（Ⅰ期） １３名

一般入試（Ⅱ期） 約１５名
平成３０年２月１６日

～
平成３０年３月２日

平成３０年
３月１０日

平成３０年
３月１３日 東京歯科大学水道橋校舎本館

大学入試センター利用
試験（Ⅱ期） ５名

編入学試験B 若干名
学士等特別選抜B 若干名
※編入学試験Ａ・Ｂは，２年次に編入学

お 知 ら せ
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員，千葉県同窓会の高原正明支部
長はじめ多くの同窓や，砂川　稔
千葉県歯会長，宮吉正人千葉県歯
連会長はじめ多数の歯科関係者が
応援に駆け付けました。
白須賀貴樹先生の今後の更なる
ご活躍を同窓で応援していこうと
思います。今後とも同窓各位の
益々のご支援・ご協力を宜しくお
願い申し上げます。
（渉外担当常任理事・

佐々木眞澄 記）

白須賀貴樹先生 衆議院選に３回目の当選

先般の第48回衆議院議員総選挙
において，千葉県第13選挙区の平
成12年卒業の白須賀貴樹先生が見
事に連続３回目の当選をされまし
た。
白須賀貴樹先生は，平成24年12
月の第46回総選挙で初当選され，
それ以来国政の場で，多方面にわ
たり活躍されて来られました。専
門の厚生労働分野では自民党厚生
労働部会長代理，衆議院厚生労働
委員会理事として，また専門外で
も２期目としては異例の自民党税
制調査会幹事にも就任され，社会
保障と税のスペシャリストとして
着実にキャリアを積んでおられま
す。その活動のなか，国政におけ
る歯科の応援団を増やし，診療報
酬改定や税制改正などはもとよ
り，さらに歯科界の発展のために
寄与されていることは，ご存じの
ことと思います。
選挙期間中は，出陣式より，当
選時まで，同窓会本部より矢﨑
秀昭同窓会会長はじめ多数の役

お 知 ら せ
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平成29年11月５日（日），水道橋校舎本館13階第１講義室において，第５回新進会員のつどいが開催さ
れました。このつどいは卒後５年目以内までを対象とした新進会員を対象としたものであり，今年は「そ
の疑問，あなただけじゃないですよ」をテーマに掲げ，本学同窓である４名の先生にご講演をいただきま
した。前半は平成23年卒の鈴木瑛一先生からは歯周病治療について，平成23年卒の野末真司先生からは摂
食・嚥下学について講演していただき，後半は平成22年卒の和田　健先生より軟質リラインと義歯安定剤
について，平成21年卒の荒井　亮先生からは小児歯科治療についてそれぞれご講演いただきました。

新進会員のつどい実行委員会

鈴木瑛一先生 野末真司先生 和田　健先生 荒井　亮先生

「新進会員のつどい」報告

次期実行委員 田中亜生先生 次期実行委員 星野立樹先生

重点事業へのアプローチ

重点事業へのアプローチ
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会の当番で開催されました。
大型台風が接近する中，全国か

ら全ての同窓会・校友会から約140
名の役員等（当会からは，矢﨑秀昭
会長，早速晴邦副会長，臼井文規
専務理事，宮地建夫顧問）が集ま
り，報告や協議を行いました。

日本歯科医師会・日本歯科医師
連盟・岡山県・岡山県歯科医師会
等から多くのご来賓が参列してお
り，日歯連盟の副理事長として
冨山雅史先生（Ｓ57年卒・同窓会
副会長）と，岡山大学歯学部同窓
会鹿児島県支部支部長として，
田松裕一先生（Ｈ５院修・鹿児島
大学歯学部教授）も参加しており
ました。
今年は，「地域包括ケアシステ
ムにおける歯科の立ち位置」を
テーマに，兵庫県立大学大学院教
授の筒井孝子先生と日本歯科医師
会常務理事の児玉　剛先生の講演
がありました。
懇親会では，「備前焼」のぐい
のみで，岡山大学歯学部同窓会の
各地域・支部から集められた「地
酒」をいただきました。
次回（2018年）は，徳島大学歯
学部同窓会の当番で，８月11日に
開催されます。

第64回全国歯科大学同窓・校友会懇話会（いわゆる全歯懇）開催
（10月21日）

「全歯懇」は，全国29校の同窓
会・校友会（同窓会・校友会は
28）の集まりで，昭和53年から始
まり（当初は年２回，平成16年か
らは年１回開催），今年の第64回
は，「ANAクラウンプラザホテル
岡山」にて，岡山大学歯学部同窓
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日本学校歯科医会 川本　強  新会長ご就任にあたって
同窓会会長　矢　﨑　秀　昭

本会では，同窓の先生方が歯科医師会等歯科関連団体において，主要な役職をまかされ活動することは
歯科界の発展のために重要であると考えております。そのため昨年度の都道府県代表者会では対外的に強
い同窓会を求めて，協議題として１）各都道府県における歯科医師会，歯科医師連盟，学校歯科医会等で
活躍されている同窓の人事の現状と課題について　２）人材の育成や配置について各都道府県から同窓会
本部に望むこと　をあげさせていただき，協議をさせていただいたところです。当日には，次期日本学校
歯科医会会長予備選挙に立候補を予定されていた，川本　強先生においでいただき立候補表明と全都道府
県代表者の援助を確認しました。全国の会員のご助力もあり見事当選され，今期より日本学校歯科医会会
長としてご活躍されております川本　強先生（Ｓ44卒）に，日本学校歯科医会の現在までの活動内容や今
後の活動方針についてご報告いただきまして，会員の皆様のご理解と更なるご支援をお願いするところで
あります。

ご　挨　拶

一般社団法人 日本学校歯科医会　　　　　　　　

会長　川　本　　　強（昭和44年卒）

平成29年６月，第92回一般社団法人日本学校歯科医会定時総会及び直後の理事会において，会長に選出
されました昭和44年卒業の川本　強です。私は，卒業後，口腔外科第２講座に席を置き，昭和51年に東京
都葛飾区に開業しました。その後，地元の学校歯科医として学校歯科保健活動に関与し現在に至っており
ます。
日本学校歯科医会は，幼児，児童生徒の歯科保健向上を目的として，昭和７年に組織された団体です。
その後，昭和46年に社団法人化され，平成26年４月１日には，一般社団法人として認可されました。現在
では，学校歯科医を主たる会員とし，約24,500名（平成28年度）が所属する全国規模の専門団体として，
学校保健行政を管轄する文部科学省のほか，学校保健を総合的に推進する（公財）日本学校保健会等と連
携を保ちつつ，学校歯科保健に関するさまざまな事業を展開しております。
私は，この度の日本学校歯科医会会長に就任するにあたり，改めてその重責に緊張致しております。
さて，我が国は，平均寿命・健康寿命ともに世界トップクラスであります。それを成し遂げた要因の一
つには，ライフステージで最も大切な出発点である児童生徒の時期において，学校歯科保健活動が脈々と
引き継がれてきたことにあると推察されます。
そこで，この機会に，私が大変尊敬する学校歯科保健に関わった３人の方々と，日本学校歯科医会の活
動を紹介させていただきます。

会　　　務
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私の尊敬する３人の方々：
私が，学校歯科保健活動に従事するにあたり，尊敬する３人の方々をご紹介
します。
まずはじめは，ライオン歯磨製造販売創設者である「初代 小林富次郎社長」
です。氏は，ご自身の左目が見えないこと，またクリスチャンでもあり，健康
に大変興味をお持ちであったことにより，大正３年４月，まだ米１Kgが１円
の頃，口腔衛生普及のために年額3,000円を日本総合歯科医会（現在の日本歯
科医師会）に寄付をされました。これを受け日本総合歯科医会口腔衛生全国学
校講演会が開始されたのです。また，この頃母校前身である東京歯科医学専門
学校の指導に基づき「萬歳歯刷子」が発売され，大正７年には教員を対象とす
る４日間の口腔衛生講習会に対しても小林富次郎氏は支援されました。その
後，大正10年には，ライオン児童歯科院を設立し，子供の口腔衛生が重要であ
ることを唱えた方です。
２人目に尊敬する先生は，
小林富次郎氏が始めた全国学
校講演会の講師も務められ
た，母校の初代学長「奥村
鶴吉先生」です。奥村先生は，
血脇守之助先生に勧められて
高山歯科医学院に入学し，明
治33年東京歯科医学院として
出発した際，講師として勤め
られ，血脇守之助先生宅では
野口英世先生と同じ部屋で起
居し，執筆を手伝っておられ
ました。また，明治37年にはペンシルバニア大学に留学，帰国後は東京歯科医学専門学校の講師，幹事，
学監を歴任して，大正13年，う蝕の細菌学的研究により，日本においては歯科界二番目の医学博士号を授
与されました。そして，先生は大正15年に再度渡米し，野口英世博士の発見したう蝕病原菌２菌種の名付
け親にもなっておられます。現在では，多くの学校歯科医の先生方の努力により，う歯数は減少しており
ますが，奥村先生は児童・生徒の口腔衛生管理の上で欠かせない
「う蝕」の原因を研究された先生であります。
奥村先生はその後も研鑽を積まれ，昭和８年には，著名な歯科
医学者であるとともに，野口英世博士の細菌学の共同研究者であ
り，日本における歯科医学の発展に貢献し，また指導者として大
いなる貢献を果たしたとして，シカゴのノースウエスタン大学よ
り，ドクターオブサイエンス賞を受賞しておられます。
その後，奥村先生は，昭和21年７月，我が国初の歯科大学であ
る東京歯科大学の初代学長に就任され，長年の間，片腕となって
尽くしてこられた血脇守之助先生の死を見届けた後，母校に大学
院が創設された翌年，77歳でお亡くなりになりました。東京歯科
大のみならず歯科界の発展に尽力され，現代の歯科界に大きな足
跡を残された方であります。

小林富次郎氏
（1852－1910）

ライオン株式会社HPより

ライオン児童歯科院
京橋区山城町（現・中央区銀座）に開設

公益社団法人 ライオン歯科衛生研究所HPより

奥村鶴吉先生
（1881－1959）

昭和24年卒　卒業アルバムより

萬歳歯刷子
大正３年東京歯科医学専門学校の
指導のもと開発された

ライオン株式会社HPより
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そして，もうひと方が，昭和初期に文部省学校衛生官でいらした「大西永次郎先生」です。先生は，昭
和９年の官報に「教育としての学校歯科」という文書を残しておられますので，ここに原文のままご紹介
します。

この文書は今でも新鮮で，学校歯科保健の真髄を述べておられます。そして，現在の学校歯科医の役割
を示す「学校歯科医の職務規則」の根幹をなすものでもあります。また大西先生の醇乎たる精神は，現在
の日本学校歯科医会における目標，すなわち学校歯科保健活動において慕われ・敬われる学校歯科医の育
成，及び生涯研修制度の充実などに結びついております。

学校歯科医の意義：
現在の学校歯科保健活動は，疾病重視の保健管理から，歯・口の健康づくりを基本に，生活習慣の確立
を図り，生涯を通じて「生きる力」の育成をめざす保健教育が主体となっています。
一般的に健康そのものに対する興味や認識が低い子供たちに，病気の実体が見えない生活習慣病を理解
させることは容易ではありません。このことから，鏡を見ることによって，体の状態や変化を直接的に観
察することができる歯や口は，極めて貴重な学習材料（教材）となります。歯垢（プラーク）が付着して
発生した初期の歯肉炎は，適切な歯みがきで短期間に改善します。このような経験は，「自分の体は，自
分で気を付けて，適切に対処すれば，体は応えてくれる」という極めて重要な実感を与えてくれます。ま
た，歯牙交換期に口を鏡で観察することによって，脱落する歯牙や萌出する歯牙を容易に観察することが
でき，生への畏敬の念が生まれてくることも期待できます。つまり行動した結果が自己評価できる歯や口
は，児童生徒を対象とした健康教育題材として大変有効であると言えます。さらに，朝や就寝前の歯みが
き，あるいは規則的な間食の接取などの生活習慣は，子ども自身が自らを律することによって，心身とも
に健康となる，ということを認識するばかりではなく，豊かな人間性を育むことにもつながります。

生涯研修制度：
日本学校歯科医会では「全ての学校歯科医が歯科医師としての専門性を活かしながら教育者としての資
質を備え，積極的に学校歯科保健活動を推進し，生涯にわたってその資質の維持と向上を図り幼児，児童
生徒及び教職員の歯･口腔の健康増進に貢献すること」をこの制度の目的に掲げ，それを礎として平成21
年４月より基礎研修を全国で実施しています。また，平成25年度からは基礎研修に続き，より実践的な内
容について研修する専門研修も始まっています。

　学校に於ける口腔検査、歯科治療を始め、一切の学校歯科施設は教育の理想目的と一致し、

その指導は教育の方法、教育の精神に合致するものでなくてはならない。・・・ 中略・・・

学校歯科医としての本質的使命は、その全部的努力を臨床歯科を通じて、また教師を通じて、

児童生徒の歯科衛生に対する思想の啓培と習性の陶治ならびに実行の指導、換言すれば、学

校歯科を教材としての教育的指導が教育としての学校歯科であり、かつ将来の学校歯科衛生

の新しい生命でなければならない。・・・中略・・・学校衛生が健康を目的とする教育的活

動である以上、学校歯科も常然に健康歯牙の価値を認識せしめるための訓育指導でなければ

ならないと思う。
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終わりに：
この児童・生徒の時期に獲得した「生きる力」を，ライフステージ後半においては『生き抜く力』に昇
華してもらうことが，私たち日本学校歯科医会の究極の念願であり，これからの大きな課題と思っており
ます。この度，日本学校歯科医会の会長に就任いたしました上は，心身ともに健康な次世代の国民の育成，
すなわち心身ともに健康な現在の児童・生徒の育成に邁進したいと存じます。つきましては，日本の歯科
界のリーダーである東京歯科大学同窓の先生方のお力添えを賜わりますよう衷心よりお願い申し上げます。

②③

②官報全体の表題
③官報付録の表題④『教育としての学校歯科』「官報」昭和９年６月20日水曜日発行 第2239号より（全文）

①昭和６年６月22日　天皇陛下が，学校歯科医
及び幼稚園歯科医令を交付され，この日を
もって「学校歯科医の日」が制定されました。

④

①

会　　　務
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小林菜穂委員によって成績発表と
賞品授与が行われました。優勝は
金谷陽介先生（埼玉県Ｈ13）で同
窓会長杯として矢﨑会長よりトロ
フィーが授与され，準優勝は前島
洋志先生（中野Ｓ44）で理事長杯
が，３位は平田輝行先生（茨城県
Ｈ８）で学長杯がそれぞれ佐藤教
授より授与されました。ベストグ
ロス賞男子一般はスコア82でラ
ウンドした洲﨑　満先生（千葉
県Ｈ７），シニアベスグロ賞はス
コア84の荻原英生先生（静岡県
Ｓ48），グランドシニアベスグロ
賞はスコア86の前島洋志先生（中
野Ｓ44）が授与されました。女子
ベスグロ賞はスコア70の安藤公美
先生（目黒Ｈ15）で２位を30打以上
離し，なんと４年連続の全体ベス
グロでもあり恐れ入ったものです。
他に４位から30位までが入賞と
してギフト券を，そして30位以降

は５位刻みで100位まで，100位か
らは10位刻みで120位までを飛賞
として賞品を贈りました。
本大会の開催にあたり大学なら
びに同窓会本部，神奈川県支部連
合同窓会から多大な協力を承りま
したことに深く御礼申し上げま
す。さらに大会運営にお手伝い頂
いた同窓会事務局ならびに戸塚カ
ントリー倶楽部の皆様に感謝申し
上げます。
来年の大会は９月13日（木）に
開催の予定です。場所は現在検討
中ですが，より盛大で意義ある楽
しい大会にする所存でおりますの
で宜しくお願いいたします。
最後になりましたが同窓会会員
の皆様の益々のご活躍をお祈りい
たしましてご報告とさせていただ
きます。
（大会実行委員長　中川路健司）

第45回同窓会主催全国ゴルフ大会を終えて

本年のゴルフ大会は９月28日
（木）に神奈川県戸塚カントリー
倶楽部にて開催されました。プ
レーをした西コースは名匠・井上
誠一氏の設計で知られ，今も全組
「歩き」でのプレーを堅持し，
宮里　藍選手が優勝した「日本女
子オープンゴルフ選手権」など
数々のトーナメントを開催してき
た実績を誇るコースです。
当日は秋雨前線の影響で早朝か

ら土砂降りの雨，車を走らせるの
も怖い状況でした。このまま降り
続いては中止となるのは必至の状
況でしたが，なんとスタート時間
になると一部晴れ間も垣間見られ
るほど急に回復し，昨年の二の舞
とはならずプレーを楽しむことが
できました。
競技はアンダーハンディの18

ホールスストロークプレーで行わ
れ，ハンディキャップはダブルペ
リア方式で算定しました。当日の
参加者は128名で，その内シニア
（65歳以上）は33名（シニア17
名，グランドシニア16名）。女性
は12名でした。
懇親会は山﨑副委員長の司会

で，矢﨑秀昭大会会長・同窓会会
長の挨拶から始まり，来賓のご挨
拶を佐藤　亨教授にいただきまし
た。続いて臼井文規専務理事のご
挨拶の後，福本恵吾常任理事から
会計報告がありました。
西山　潔神奈川県支部連合同窓

会会長の乾杯の後，表彰式を行い

総務・厚生

総 務 ・ 厚 生
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雨男…棚から牡丹餅
大会開催にあたり雨の中，濡れ
ながら頑張っていただいた実行委
員の先生方及び大会関係者に深く
感謝いたします。
昨年，今年と雨の中の大会とな
りましたが，湾岸道路を走行しな
がらこんな雨で大会やるの？てい
うくらい雨がひどく途中で帰ろう
かなと思ったくらいでした。ゴル
フ場につき雨足は弱まり何とかゴ
ルフの出来る状態になりましたが
テンションがあがりませんでし
た。レインウエアーを着ると雨が
上がり，脱ぐと雨が降る何という
雨男。
17年連続で同じメンバーで（椎名
康雅先生・田 　陽先生・山本
雅通先生）出場している同窓会
ゴルフですが，椎名先生のスー

パー 300ヤードショットでみんな
のテンションがあがり，何とか無
事に18H回ることが出来ました。
ある名選手が「ナイスショット
は，心が非常に平静で，なごやか
なときに出る。何の欲張りもな
い，何の制約もない，そういう状
態のときに初めていいショットが
出るもの」と言いましたが，常に
バーディーを考えている私にナイ
スショットが出るわけがありませ
ん，何とかごまかしながら18H回
り運良くベスグロが転がり落ちて
来たみたいなものです。
もう一つこの大会の楽しみは，
色んな先生方にお会い出来る事で
す。学生時代に戻った感じになり
とても楽しいです。来年も是非参
加させていただきたいと思います。

洲﨑　満先生（平成７年卒）

ベスグロ

総務・厚生

順位 プレイヤー名 OUT IN GROSS HDCP NET
優　勝 金谷　陽介 45 40 85 14.4 70.6
準優勝 前島　洋志 45 41 86 14.4 71.6
３位 平田　輝行 42 43 85 13.2 71.8
４位 荻原　英生 42 42 84 12.0 72.0
５位 洲﨑　　満 40 42 82 9.6 72.4
６位 安藤　公美 34 36 70 －2.4 72.4
７位 戸村　博臣 40 46 86 13.2 72.8
８位 角　　　譲 44 47 91 18.0 73.0
９位 高橋　治好 43 47 90 16.8 73.2
10位 森田　全省 48 47 95 21.6 73.4
11位 宗本　匡由 45 48 93 19.2 73.8
12位 木暮　隆司 45 48 93 19.2 73.8
13位 前島　達也 43 44 87 13.2 73.8
14位 荒野　　実 43 42 85 10.8 74.2
15位 武藤　　彰 38 47 85 10.8 74.2

順位 プレイヤー名 OUT IN GROSS HDCP NET
16位 原　　一雄 41 44 85 10.8 74.2
17位 秋元　英典 53 50 103 28.8 74.2
18位 猪狩　有博 43 42 85 10.8 74.2
19位 田邊　　陽 43 42 85 10.8 74.2
20位 西村　亮介 47 49 96 21.6 74.4
21位 白鳥　清人 43 41 84 9.6 74.4
22位 本間　祥雅 50 52 102 27.6 74.4
23位 奥山　雅人 40 50 90 15.6 74.4
24位 坂井　　清 42 41 83 8.4 74.6
25位 高橋　　庸 48 47 95 20.4 74.6
26位 黒須　　誠 45 49 94 19.2 74.8
27位 町田　貴敏 44 44 88 13.2 74.8
28位 杉山　忠正 44 49 93 18.0 75.0
29位 小枝　義典 53 52 105 30.0 75.0
30位 山本　雅通 42 45 87 12.0 75.0

成　績　表（新ペリアの部）
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した。厚生労働
委員会ではこれ
までも筆頭理事
として手腕を振
るわれてきまし
たが，またひと
つ大きくなられ
たことに我々同
窓としても誇ら
しく思うと同時
に，今後のご活
躍もますます期待するところです。
島村議員が幹事長を務める日
本・ガーナ友好議員連盟のご縁
で，今年もガーナ共和国大使が来
賓として挨拶をされるなど，会は
華やかに賑やかに時が過ぎ，矢﨑
秀昭同窓会会長の中締めのご挨拶
ののち滞りなく閉会となりまし
た。全国の多数の同窓の皆様のご
参加，ご協力のおかげです。誠に
ありがとうございました。

今年は衆議院選挙がありました
が，次の国政選挙はいよいよ再来
年の参議院選挙かと思われます。
選挙まで１年半。これからも様々
な形で，同窓の皆様方と共に島村　
大議員を盛り立てていきたいと思
います。引き続きよろしくお願い
申し上げます。
（渉外担当常任理事・

佐々木眞澄 記）

参議院議員 島村　大君を励ます会2017

10月５日（木）夕刻，都内の
ANAインターコンチネンタル
ホテル東京にて参議院議員 島村　
大先生（Ｓ60年卒）の「励ます
会」が開催されました。期せずし
て９月28日に衆議院が解散し，選
挙モード一色の時期となりました
が，400名近い方々が参集する大
盛会となりました。
通常，このようなパーティーの

主な来賓は閣僚の方々です。果た
して衆議院議員の大臣が在京して
いるのか，また，全国へ応援に飛
び回って何方もみえないのでは，
といった心配もよそに，開会時か
ら続々と要人達が到着しました。
世耕弘成経済産業大臣の「島村

君は歯科医師だが，歯科だけでは
ない。地元の中小企業施策などに
も尽力しており，経済産業分野で
も期待している」といった力強い
激励の後，河野太郎外務大臣，
中川雅治環境大臣と続き，そして
加藤勝信厚生労働大臣は「今後は
厚生労働委員長としても頼りにし
ている」旨のお気持ちのこもった
祝辞を述べられました。
島村　大参議院議員は，この

秋，厚生労働委員長に就任されま

渉　　　外

渉　　　　　外
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第４回理事会

平成29年９月16日（土）午後２時30分
於　　特別会議室
出席　31名
議長　矢﨑会長

会 長 挨 拶
７月は猛暑，８月は雨ばかり，本日は台風接近と
悪条件の中，ご出席感謝申し上げる。
全国各地域支部連合会あるいは各支部に伺うと，
会員数が減少する中で，地元歯科医師会でも多くの
先生方が活躍されていることに敬意を表する。
日本歯科医師会には５名の役員が出ている。県歯
の会長も５名を確保している。ただ日歯代議員は19
名から15名となった。支部の会員数が減っている中
で大変なことではあるが，今後とも代議員数確保に
対応をお願いしたい。
支部会員数減少は，開業する年齢が遅くなり，長
くなっている勤務医の期間は同窓会，歯科医師会と
縁がないことも一因となっている。今後は勤務医か
ら同窓会活動に協力してもらい，将来，円滑に支部
に入会するという形を構築していかなければならな
いと考える。幸い大学が，医局員が医局を辞めたと
き，その後の動向を本部に知らせるように，各医局
に周知してくれている。徐々に効果が上がってきて
いるように思える。
寄附のお願いについては，７月末に西棟横に協力
者のお名前が掲示されたので，ご覧いただきたい。
まだ余白があり，引き続きご支援をお願いする。
いよいよ都道府県代表者会議，評議員会が近づい
てきた。各地域から出る問題に十分こたえられるよ
う，協力をお願いする。

黙　　　祷
静岡県支部・大石康雄氏はじめ18名のご逝去を悼
み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成29年７月27日から12月28日までの日程を報
告。
２）各部報告
⑴　総務・厚生部：①会費，共済負担金納入免除
願いが２件提出され，受理した旨の報告。②逝
去会員について規程により弔慰共済金を支給し
た旨の報告。③平成29年度会員数調べ報告。④
母校「水道橋校舎施設設備整備資金寄付金」申
込み状況報告。⑤会務運営協議会報告。⑥ゴル
フ大会委員会報告。⑦新進会員のつどい実行委
員会報告。⑧女性会員活動推進委員会報告。⑨
事務局に９月１日から１名派遣職員勤務を報告。
⑵　会計部：①地域支部連合会学術講演会助成金
の支出について１件報告。②支部・地域支部連
合会学術講演会講師派遣交通費の支出について
３件報告。③地域支部連合会活動助成金の支給
について報告。④平成29年度８月末現在現状報
告。
⑶　渉外部：①渉外委員会報告。
⑷　広報部：①広報委員会報告。②ネットワーク
小委員会報告。③同窓会HPアクセスレポート
報告。
⑸　事業推進部：①社会保障制度研究委員会報
告。②学術委員会報告。③TDCアカデミア
2017受講申込状況報告。④TDCアカデミア
2018プログラム最終案報告。
以上の会務報告について，全て承認。

協 議 事 項
１）推薦会員退会願いについて２件協議，承認。
２）会員の状況および平成30・31年度の評議員数に
ついて評議員会において会務報告で説明すること
を協議，承認。
３）参与の委嘱について協議，承認。
４）平成29年度「都道府県代表者会」「評議員会」
日程について協議，承認。詳細は会長一任。
５）名誉会員の推薦について２名提案，協議の結果
承認。

理事会のうごき

理事会のうごき
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６）北支部・滝野川支部の合併について東京地域支
部連合会より報告。協議の結果合併し「北支部」
とすることを評議員会に上程することを承認。
７）東京歯科大学同窓会会則の第２条および第10条
の一部改正案について協議の結果，評議員会に上
程することを承認。
８）東京歯科大学同窓会共済規程の廃止および東京
歯科大学同窓会慶弔基金規程の制定案について協
議の結果，評議員会に上程することを承認。
９）東京歯科大学同窓会共済規程の廃止および東京
歯科大学同窓会慶弔基金規程の制定案に伴う東京
歯科大学同窓会会則の一部改正案について協議の
結果，評議員会に上程することを承認。
10）平成30年度入会金および会費等について協議の
結果，評議員会に上程することを承認。

11）平成30年度「理事会・常任理事会」の開催回数
について協議の結果，承認。
12）東京歯科大学同窓会平成30年度事業計画・収支
予算案を協議，承認。評議員会に上程，細部の修
正は会長一任。
13）評議員会の議案上程について協議，承認。内容
の変更を伴わない文言の変更については会長一任。
14）「都道府県代表者会」「評議員会」の協議題につ
いて協議，承認。
15）東京歯科大学同窓会施行細則会則の一部改正案
（共済制度の見直し等に係る）について協議，評
議員会で承認された場合に改正を承認。
16）現時点での平成30年度の日程について協議，承
認。詳細については次期執行部に申し送りとする。

11月19日に平成29年度の「都道府県代表者会」と「評議員会」が開催されました。
詳細は、次号（平成30年２月号）をご覧ください。

理事会のうごき
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TDCアカデミア事業が発足して，３年が経過いたしました。「卒後研修」「臨床セミナー」「医療教養」
の３本の柱を軸に研修会，セミナーを通じて学術的情報を伝えてまいりました。2018年もこのコンセプト
で，月３回の卒後研修勉強会，臨床５セミナー（講演型２，実技型３），医療教養フォーラムを提供いた
します。臨床セミナーでは，日々の臨床におけるベーシック的な内容からアドバンス治療まで，また最新
情報も交えてお伝えしていきます。また医療教養では，我々がおかれている超高齢社会における医療課題
について皆さんと一緒に考えていくフォーラムを企画いたしました。
先生方の生涯研修の一助として，同窓会学術セミナーをお役立て下さい。皆さんのご参加をお待ち申し
上げております。

東京歯科大学同窓会学術委員会

臨床セミナー

臨床セミナー　講師陣

画像診断セミナー
「デンタル，パノラマＸ線画像とコーンビームCTの読影」

講師：後藤多津子（東京歯科大学歯科放射線学講座 教授）
近年，歯科用コーンビームCT（CBCT）による三次元画像は，歯内治療における根管治療や歯根尖切
除手術，埋伏歯の位置の確認，特にインプラント治療においては欠かせないものとなってきました。しか
し，被曝があり，しっかりとした検査の上で有効に活用することが大切です。そこで，CBCTの基本的な
特徴や，三次元画像を使用した読影のポイントをお伝えします。また，実際の画像を用いて，より正確な
診断をするにはどうしたらいいのかなど，実践に即した内容でお伝えいたします。

補綴セミナー
「補綴臨床におけるデジタルデンティストリーの真髄」

講師：末瀬一彦（大阪歯科大学 客員教授）
最近やっと日本でも，口腔内スキャナーが各社で販売されるようになりました。アメリカの歯科治療で

後藤多津子 先生 末瀬一彦 先生 船登彰芳 先生 新谷誠康 先生

事業推進部

事 業 推 進 部

TDCアカデミア 2018 のご案内
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は，デジタル化は著しく，矯正やインプラント治療などに応用されています。例えば，CTデータと口腔
内スキャンのSTLデータから，インプラントのシミュレーションを行い，CAD/CAMでサージカルガイ
ドを作製し，インプラント埋入後は口腔内スキャンデータから，上部構造まで製作できるようになってき
ました。
しかし，さまざまなデジタル技術が発達し，3Dプリンターを使用した模型や，CAD/CAMによる補綴
物の製作が行われる中で，実際の精度やデータ処理スピードなどはどのくらいなのか，といった疑問も多
くあります。現在のデジタル技術における利点や欠点，それぞれの機械の特徴など，情報の整理と今後の
展望について解説いたします。

ペリオセミナー
「あなたの歯周治療をさらなる高みへ」
　～切除療法・ソフトティッシュマネージメントから再生療法までを学ぶ1.5日～

講師：船登彰芳（石川県 開業）
歯周組織を長期安定させるためには，さまざまな対応が求められます。骨へのアプローチとしては，切
除療法・再生療法で対応し生理学的な骨形態への再構築が必要となります。また軟組織へのアプローチで
は，遊離歯肉移植術・結合組織移植術などを用います。その結果，歯周組織は安定しプラークコントロー
ルしやすい環境を達成できます。しかし，歯周外科手術の様々な術式のコンセンサスは多く得られており
ますが，実際の日々の臨床応用の際に術式の選択に悩むことはないでしょうか。歯周病の基礎から歯周外
科手術の原理，原則を解説し，実習を通して歯周治療のさらなるステップアップを目指したセミナーです。

ベーシックハンズオンセミナー
「すぐに役立つ臨床のコツ」
　～実践スキルの向上　補綴，矯正，ぺリオ，口腔外科編～

講師：同窓会学術委員
実際の臨床現場で歯の状況や粘膜の状況，欠損の状況は個々に異なり，臨床経験が少ない若い歯科医師
はその対応に迷うこともあるのではないでしょうか。また，医療面接，治療計画説明，治療などある一定
の時間内で診療を終えなければいけない制約もあり，的確な臨床判断の上，治療手技も備わっていなけれ
ばなりません。臨床経験の積み重ねで何となく覚えていくのが現状ですが，臨床手技を前もって学び研鑽
することも必要です。
日常臨床で作製する機会が多いテンポラリークラウンの作製の仕方，悩むことが多い義歯の設計，実際
にやってみないと分からない歯肉の切開や剥離，抜歯，縫合，一般臨床で活用したいMTMなど実技を学
べるセミナーです。

小児歯科セミナー
「向き合いませんか！小児歯科治療」
　～小児の特徴・乳歯齲蝕治療・抜歯後の保隙・経過観察まで～

講師：新谷誠康（東京歯科大学小児歯科学講座 教授）
乳歯を治療する時にこんなことを思ったことはないですか？
『脱離，再根治…どうせ抜けるから，それまで何とかできれば…』痛みがでなければそのまま抜けるま
でやり過ごしたい，悩み，悩み治療してきたけれども，時として小児歯科治療を避けたくなることもある
のではないでしょうか。しかしながら，きちんとした除痛と確実な治療は，小児の信頼も確固となるばか
りでなく，口腔管理のもとスムーズな永久歯萌出へと導きます。小児への対応を確認しつつ，永久歯とは

事業推進部
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異なる乳歯の特徴を再認識していただき，健康な成人歯列へ導くための小児歯科治療を学べるセミナーで
す。

医療教養フォーラム

超高齢社会における口腔保健の課題
～ 2025年を迎えるにあたって，やっておかなければならないこと～

野村武史 先生 田中五郎 先生 中野智紀 先生 富田　勲 先生 五島朋幸 先生

フォーラム　講師陣

第１部
在宅歯科診療における診療計画

講師：野村武史（東京歯科大学オーラルメディシン・口腔外科学講座 教授）
田中五郎（神奈川県開業 歯科医師）　　　　　　　　　　　　　　　

在宅歯科医療においては，口腔内の状況のみならず，診療環境や患者の全身状態や生活状態によって治
療手段が制限されます。さらに，生命予後や認知機能などの生活能力などにも配慮した治療目標設定が必
要になります。そのような中で，本人の希望や家族の意向にいかに沿った形での最善のサポートをどのよ
うに選択したらいいのでしょうか。在宅歯科医療の診療計画の立案と臨床決断について考えるフォーラム
です。

第２部
口腔保健からの地域づくり
～自分たちの街をどんな地域にしたいのか～

講師：中野智紀（東埼玉総合病院 医師）
富田　勲（千葉県開業 薬剤師）　
五島朋幸（東京都開業 歯科医師）

2025年を目前に迎え，地域包括ケアの構築が急務であり，多様な取り組みがされています。そのような
中で，口腔ケアや機能訓練の中断や独居高齢者の孤立などの多くの問題が山積しています。これらの課題
は，高齢者の生きがいや地域におけるソーシャルキャピタルと密接に関連します。そのため，私たちは地
域の口腔保健を担う専門家として，地域づくりに積極的に関わっていくことが求められます。急速に高齢
化が進行する中で，私たちはどんな地域づくりをしていったらよいのか，医療専門家のソーシャルワーク
について考えるフォーラムです。

事業推進部
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クストルージョン，アップライト
の実習説明の後，タイポドントで
の実習となり，装置の製作を行い
１日目は終了した。
２日目は立木講師による実習説
明後，アップライトスプリングを
製作，装着後，ダンク槽に模型を
入れ，エクストルージョンとアッ
プライトが起こる様子を観察した。
次にレベリングと保定の説明，
デモ，装置製作後にダンクを行い
歯牙移動の確認，保定装置の装着
を行い実習は終了となった。
昼食後，西井講師より実習の
フィードバックということで，実
習時に見られ
たトラブルや
注意点につい
て説明があっ
た。
そ の 後，
立木講師より
山本委員の症
例によるケー
スプレゼン
テーションが
ありMTMの

実際についての知識を深めた。
そして西井講師によるアンカー
スクリューの有効性の講演になっ
た。アンカースクリューは矯正に
パラダイムシフトを起こした技術
であり，今まで困難だった移動も
行えるようになったとのことで
あった。
最後に末石教授より受講者から
の質問に対して項目別ごとに解説
が行われた後，代表者に木暮理事
より終了証が手渡され２日間にわ
たるセミナーは終了した。
（取材・広報部　皆川雅彦）

TDCアカデミア 2017　MTMセミナー
はじめてのMTM

～入門！ やさしい歯の移動テクニック～

卒研レポート

９月30日・10月１日にMTMセ
ミナーが開催された。川西委員の
進行で企画説明，講師の本学矯正
学教室末石研二教授，西井　康講
師，立木千恵講師とインストラク
ターの戸嶋　翼先生，永井航平先
生，深見未妃先生，松本高明先
生，山口樹里先生，吉野史人先生
の紹介が行われた。
末石教授による講演「MTMの

概説」は問題提起型診断システム
と矯正の基本について症例を交え
て説明していただいた。
次に立木講師によるワイヤーベ

ンディングの実習説明の後，その
場で実習を行ったが，受講者たち
は慣れない角線のベンディングに
苦労しているようであった。
休憩の後，西井講師による

MTMの基礎知識，MTMの術式
の注意点の講演になった。MTM
はその目的をはっきりさせること
と歯牙移動のメカニクスについて
理解することがポイントであると
のことであった。
実習室に移動し，立木講師によ

るブラケットポジショニング，エ

事業推進部
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予測して行います。つまり小児歯
科治療は疾患によって損なわれた
器官や機能のみならず，発育を正
常な状態に戻し，正しい永久歯列
と顎顔面を完成させることを目的
としています。萌出や歯列咬合の
問題を含め特に小児歯科における
幼若永久歯への対応を誤ると患者
さんに一生継続する禍根を残すこ
とになりかねません。小児にとっ
ては「今起こっていることは，こ
の年齢の子供にとって正常か異常
か？」を診断し，「小児の発育を
阻害しない方法，あるいは正しい
発育を導く方法」を選択し治療を
行うことが必要です。（抄録より
抜粋）①小児の治療においては，
「局所麻酔」「ラバーダム」が必
要不可欠　②交換期までの期間限
定でミニマムインターベーション
には意味がない　・直覆は失活の

リスクも伴うので生切を選択した
方が良い。③失活後の根管治療は
必要最低限にとどめ，根管拡大し
過ぎないこと。膿瘍切開には眼科
用鋭匙が良い。④幼若永久歯の歯
髄は根の成長のためにどんなこと
をしても残したい。（まとめ）小
児歯科は子供が最初に出会う歯医
者であり，子供の全身的発育と健
康に寄与します。…など「今やっ
てはいけないこと」「これから注
意すること」などのお話しをいた
だきました。

伊藤公一先生

「歯周治療をマスターする」
日本大学特任教授
伊藤公一先生

歯科疾患実態調査によると歯肉
に何らかの所見のあるものは国民
の70％以上，成人の抜歯原因の約
40％以上が歯周病に起因するとい
う。高齢化率が増加し8020達成者
は50％をこえているが，認知症率
も増加するなど，ライフステージ
や患者の状況に合わせた中・高年
へのアプローチが重要になり，術
者中心の治療から患者中心の治療
へ，インフォームドコンセントか
らインフォームドチョイスへと移

若手支援セミナー
第４回　「若手支援セミナー」開催

平成29年10月22日，あいにくの
雨の日曜日，日本大学桜門会館講
義室において，日本大学歯学部同
窓会と東京歯科大学同窓会との共
催において「第４回　若手支援セ
ミナー」が開催されました。平成
25年に本校同窓会主催の「若手支
援セミナー」を共催したことによ
り発足したこの会も第４回を迎
え，両校の学術委員会運営の元，
今回も，多くの熱気溢れるフレッ
シュな先生方にご参加をいただき
ました。
今回は日本大学歯学部の担当
で，日本大学歯学部同窓会学術
委員 西原英志先生の進行，学術
常任理事 柴崎　聡先生の挨拶に
続き，本校同窓会学術常任理事 
木暮隆司先生の挨拶の後，本会
学術委員長 加藤賢祐先生の座長
により母校小児歯科学講座教授 
新谷誠康先生のご講演と，日本大
学歯学部同窓会学術委員長 藤川
謙次先生を座長により日本大学歯
学部特任教授 伊藤公一先生より
ご講演をいただきました。

「若手歯科医師に伝えたい
小児歯科治療の考え方」

東京歯科大学小児歯科学講座教授
新谷誠康先生

小児の顎・顔面・口腔は発育中
であり，年齢が１歳変われば随分
と変化します。成人にとって現在
の状態はあまり変化のないものと
して行いますが，小児の顎顔面は
発育中であり駆け足で刻々と変化
する中，その後の顎顔面の発育を

新谷誠康先生

木暮隆司常任理事

事業推進部
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行する必要がある。歯周治療の基
本である炎症と力のコントロール
は，術者と患者の共同作業，術者
による患者への支援作業により成
り立つという幾つかの症例を提示
しながらお話しをいただきまし
た。最後に，再生療法やインプラ
ント治療など「攻める医療」をマ
スターしたい若手歯科医師の先生
方こそ，歯周治療の流れと目的を
理解した上で，メインテナンスな
どの「支える医療」を大切にして
いただきたい。また，若手歯科医
師へ送る言葉として，相田みつを
さんの「一生勉強　一生青春」と

いうメッセージをいただきました。

講師の先生のお話にもあったよ
うに現在の日本は超高齢社会と言
われています。高齢になっても健
康で元気な生活に欠かせない口腔
の健康を守るための「歯周病治療

の基本」と，成人になってから良
好な口腔環境を獲得するために必
要な「成長を阻害しない小児歯科
治療」について，かかりつけ歯科
医として長く患者さんに関わるこ
とのできる歯科医師を目指す若手
の先生方にとって，とても有意義
な講演会でした。
講演会終了後，同窓会早速副会
長の乾杯の後，講師の先生を囲み
和気藹々と臨床の話に花を咲かせ
ていました。
（取材・広報委員会　佐々木葉子）

一生勉強

矢﨑秀昭会長と
日本大学歯学部同窓会 小幡　純会長

加藤賢祐委員長

学術委員の先生方

早速晴邦副会長

事業推進部
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去る平成29年10月28日（土）29日（日）の両日，
本学水道橋校舎新館において「第49回東歯祭－東歯
祭2017－」が開催された。今年度は，広く多くの学
外の方にお越しいただけるよう一般公開とし，フロ
アガイドやイベント情報が記載されたパンフレット
を作成するなど，学生諸君の熱意が感じられた。
血脇記念ホールでは演劇部，ダンス部，管弦楽
部，Big Band Jazz，MLSの各発表と，東歯祭実行
委員企画のかくし芸大会などが行われた。７階実習
講義室においては，実行委員カフェやプラバン工作
体験コーナー，各クラブポスター展示，８階ラウン
ジでは茶道部カフェなどの各イベントが行われた。
また，１階の屋外スペースには，福引き，ダーツ，
ヨーヨー釣り，豆運び，水中コイン落としなどの縁
日が軒を並べた。
29日（日）は台風の影響によりあいにくの天候と

なったが，多くの方にクラブ発表や展示に足を運ん
でいただいた。
また，29日（日）夕刻から，南棟において「平成
29年度歯学体成績報告会，東歯祭後夜祭」が開催さ
れた。同時刻に台風22号が通過したため，ひどい暴
風雨となったが，井出吉信学長，矢﨑秀昭同窓会長
をはじめ，関係教職員と約300名近い学生が出席し
た。
初めに，東歯祭で開催された「部活対抗かくし芸
大会」の表彰や東歯祭企画運営，参加クラブに対す
る慰労，またオールデンタルでの優秀な成績をおさ
めたクラブ，個人の表彰や参加クラブに対する慰労
が，井出学長と矢﨑同窓会長より行われた。
その後，懇親会が盛大に開催され，クラブ部長を
はじめとする教職員と学生が親睦を深め，一連の行
事が終了となった。

ラグビー部 同窓会長

Big Band Jazz 部 バレーボール部

母校だより

母 校 だ よ り

「第49回東歯祭および後夜祭・歯学体成績報告会」開催
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2017年８月２日，中久喜　喬名誉教授が享年91歳
でご逝去されたことを受け，９月18日に水道橋校舎
新館血脇記念ホールで歯科麻酔学講座教室葬を挙行
いたしました。当日は，ご遺族の他，中久喜先生に
お世話になった260名を超える方が参列していただ
きました。
開式後，全員での黙祷に次いでご略歴の紹介と
献奏とが行われ，弔辞をいただきました。弔辞は，
学校法人東京歯科大学理事長・東京歯科大学学長　

井出吉信先生，学校法人東京歯科大学元理事長・東
京歯科大学名誉教授　金子　譲先生，日本歯科医学
会会長・日本歯科麻酔学会名誉会員　住友雅人先
生，学校法人東京歯科大学常務理事・東京歯科大学
同窓会会長　矢﨑秀昭先生，東京歯科大学口腔外科
学教室同門会精到会会長　榎本洋史先生（柴原孝彦
先生代読）の５名の先生方からいただきました。い
ずれのご挨拶もご自身と中久喜先生との思い出をご
紹介いただき，参列者に中久喜先生の在りし日を思
い出させる感慨深いものでした。
その後，校歌献唱，葬儀委員長挨拶の後，中久喜　
喬先生ご令室の中久喜和子様からご挨拶をいただ
き，代表献花，一般献花と進んで閉式となり，多く
のご参列者にご遺骨の出発をお見送りいただきまし
た。
ここに改めて，ご参列あるいはご供花をいただい
た皆様に厚く御礼申し上げますとともに，中久喜先
生のご冥福をお祈りいたします。

合掌

中久喜　喬名誉教授　歯科麻酔学講座教室葬
歯科麻酔学講座教授　一　戸　達　也

追　　　悼

追　　　　　悼
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しく」と口癖のように頼まれ，当
時麻酔学教室の助教授であった彼
をあらためて意識した。開業しな
がら生理学教室の研究生でもあっ
た私は彼の教室を訪れ，よく新知
識の吸収や歓談相手をしてもらっ
ていた。故 鹿島俊雄理事長のお
声がかかりで，麻酔学教室の非常
勤講師として学生に「歯科臨床の
東洋医学的療法」の手ほどきを講
義したのも，主任教授であった彼
の協力があったからであると思
う。大学副学長まで務めた彼の業
績は一戸教授他教室員にお任せし
たいが，浅草っ子の彼は常に謙虚
で下町独特の義理人情に厚く，長
年クラス会会長として会員の動向
を詳細に把握していて，事細かに
面倒をみて下さった。
前号の同窓会報に彼の遺稿“い
づみ会便り”がある。2016年11月
24日恒例のいづみ会総会　湯河原
の老舗旅館山翠楼にての報告であ
る。クラス会リストに存命と名の
ある友はもはや25・26名で，今回
の参加者は中久喜君をはじめ，
岸田　昭君，林　和男君，私の４
名で，そのうち岸田君を除く３名は
皆付き添い同伴で，もっとも卆寿を
迎えた者ばかりである。残念なこ
とに，昨秋89歳まで歯科臨床に従
事していたと威張っていた岸田君
も突然逝去したと聞かされた。
入学以来72年の回顧談に花を咲
かせ，時間の経つのも忘れてい
た。皆の健康を考え今回で最終の
会にしようと，中久喜君はその
折，“卒寿は通過点です。目の先

に白寿，百寿が待っています。皆
元気で更なる長寿を祈りましょ
う!!”と挨拶をしたのに…。
また，この１年に中久喜君と同

じ親交のあったクラスメイトが次々
に逝ってしまった。前述の岸田　
昭君をはじめ，慶應義塾大学医学
部教授を務めた後，私の法人の顧
問としてご指導下さった野本種邦
君。そして首席で卒業，私と同じ
日本橋で開業，また学校法人の評
議員を私の後に務めて下さった
三宅直晴君。
私の身近で親しく交流していた
友が次から次へと逝ってしまい，
流石に老齢を感じる今日この頃で
ある。
“散る桜　残る桜も散る桜”と
辞世句を詠んだ良寛のような心境
に何時なれるものか，寂しい限り
である。
諸兄のご冥福を祈り，老爺の長
文御容赦願いたい。

2017年８月２日午後４時06分，
クラスメイトの中久喜　喬君が黄
泉の国に旅立った。２日経って，
４日午前に訃報が入った。和子夫
人が買い物に出かけている留守中
に一人淋しく逝ってしまったので
ある。その為，検屍などでやっと
我が家に戻ったので！と慰めの言
葉も出なかった。というのもクラ
スの中では一番健康で，ここが痛
い，あそこが悪いという老人の口
癖を聞いたことがなかったからで
ある。加えて明るい令夫人や人
懐っこい東京下町の人達との楽し
い会話や笑いも常で，これこそ長
寿の秘訣と言わんばかりの日常で
あった。日本橋生まれの同じ下
町っ子の私とは氣が合い，常日頃
電話での会話も弾んでいた。
お互いに演歌が好きであった。
得意曲は小野由紀子さんの“戻れ
ぬ旅だよ人生は”である。過年，
小野さんの真鶴の自宅で二人で
習ったからである。「♪生まれた
ことが借りならば　生きてくこと
は返すこと　誰でも裸で産声あげ
た　いらいらしたって始まらぬ　
エンヤコーラ（エンヤコーラ）　
前に歩くだけ　戻れぬ旅だよ人生
は♪」
私事ではあるが，長男 博史
（昭和58年卒）の仲人を務めて頂
いたほどである。病名は何？私は
そんなことは気にとめず，早々学
生時代からの交流が走馬燈のよう
に浮かんできた。同窓会本部の監
事であった彼のお父様から，理事
であった私に「うちの息子をよろ

2014 年１月　福歯会新年の集い（帝国
ホテル）にて米寿祝
左：野本種邦君　　右：中久喜　喬君

中久喜　喬君を偲ぶ
福　岡　　　明（昭和23年卒）

追　　　悼
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が協議題にあげられ，臼井専務理
事，中島常任理事（神奈川県支部
連合同窓会専務理事として出席）
に説明していただきながら各支部
の意見をうかがいました。その
後，連合会会員への報告会では，
東京歯科大学 井出吉信理事長・
学長による大学現況報告，臼井専
務理事による本部会務報告と事前
質問への回答がPPTを使って行
われ，埼玉県支部 大井誠一幹事
長から連合会の会務報告があり
ました。次期当番県の山梨県支
部 末木　稔支部長の挨拶，埼玉

県支部 植野順子副支部長の閉会
の辞をもって閉会となりました。
学術講演会では埼玉県支部 小杉
憲吾学術部長（Ｈ７卒）が司会を
務め，東京歯科大学薬理学講座主
任教授 笠原正貴先生を講師にお
迎えし，「漢方を知る～漢方の基
礎知識と使ってみたい漢方薬～」
という演題で，歯科保険適用７種
類に加え，開業医自身も試してみ
るとよいと思われる漢方薬につい
てご教授いただきました。その
後，埼玉県支部 金子久章厚生部
長（Ｈ２卒）の司会のもと，112
名の参加者を得て懇親会が開催
され，埼玉県支部 橘田博純副支
部長（Ｓ58卒）の開会の辞の後，
ご来賓の埼玉県歯科医師会 島田　
篤会長にもご挨拶頂き，埼玉県歯
科医師会 小杉國武副会長（Ｓ44
卒）の乾杯のご発声から歓談の時
間となりました。２時間後，宴も
終わりの時間になり，最後に関東
地域支部連合会の各支部長と井出
学長にご登壇頂き，石塚一美先生
（Ｓ49卒）のリードで校歌を４番
まで斉唱しお開きとなりました。
（昭和61年卒・岡村美恵子 記）

関東地域支部連合会

平成29年度 総会・報告会・懇親会
平成29年９月３日（日）浦和ロ
イヤルパインズホテルにおいて，
平成29年度東京歯科大学同窓会関
東地域支部連合会総会・報告会・
懇親会が開催されました。例年支
部長会として各支部の報告を行っ
ている時間を，今年度は総会の場
とし，各支部より支部長他役員１
名，本部より矢﨑秀昭会長，臼井
文規専務理事，大野勝己地区理事
（茨城県支部支部長），オブザー
バーとして財部正治副会長，岡村
常任理事にご臨席いただき，各議
事及び協議を行いました。女性会
員活動推進委員会の今後の活動，
若手会員の動向，卒後10年位まで
の会員の把握について質問（要
望）があり，また，支部長任期と
評議員任期の整合性，各支部会則
の制定状況，今後の関東地域支部
連合会総会のあり方についてなど

笠原正貴教授

支部のうごき

支部のうごき
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ただいた後，臼井先生から詳細な
同窓会報告をお聞きし，麻布赤坂
支部長　鵜沢文彦先生（昭和47年
卒）の乾杯のご発声で宴が始まり
ました。
たいめいけんの宴席はビーフシ
チューやエスカルゴ，エビフライ
など多くの洋食の小皿料理を中心
に数品の和食も織り交ぜ，いろい
ろな味を楽しませてくれます。
お腹もだいぶ満たされたところ
で，事前に各支部にアンケートを
行なった集計結果について報告が
ありました。多くの支部で新入会
員が増加しない，役員のなり手が
おらず恒常化しているというご意
見がありました。また，同じ区の
支部同士，合同で理事会や講演
会，懇親会を行い，同窓の絆をさ
らに深めているところもあり，血

脇イズムが継承されていることを
大変心強く感じました。
和気藹々和やかな雰囲気の中，
日本橋支部長　高橋英史先生（昭
和59年卒）の閉会でお開きとなり
ました。
来年の幹事支部は千代田区の３
支部（千代田・麹町・丸の内）に
なります。
（昭和63年卒・日本橋支部専務理事

中村泰規 記）

東京地域支部連合会

平成29年度　中央地区役員連絡協
議会報告
平成29年10月６日（金）午後７
時より，肌寒く時折強い雨の降る
中，日本橋「たいめいけん」にて
開催されました。
来賓として本部同窓会専務理事
臼井文規先生（昭和55年卒），東
京地域支部連合会会長早速晴邦先
生（昭和49年卒）をお招きし，そ
の他24名の中央地区の支部長，副
支部長など計26名の先生方にお集
まりいただきました。
今回は中央区の京橋支部と日本
橋支部が幹事支部という事で，開
会を京橋支部長　吉田浩一先生
（昭和58年卒），司会進行を日本
橋副支部長　福井雅之先生（昭和
61年卒）が行ないました。臼井先
生，早速先生に来賓のご挨拶をい
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については歯科と医科の連携が何
より大事だという事。
必要があって骨吸収抑制薬が使
用されているのであれば予防的休
薬なしで治療を行うようにしてい
るとの事
顎骨壊死が起きたとしてもテリ
パラチド療法により好結果が得ら
れるようになったとの事。
口腔がんは子宮頸がんと同頻度
の患者数で子宮頸がんより死亡率
が高く，歯科でのがん検診が重要
であるとの事。
多職種が緊密に連携するチーム
医療が何よりも大事であるとの事。
上記のような臨床の現場で大変
有益で興味深い講演をしていただ
き，あっという間に時間が過ぎて
しまいました。

講演会後の懇親会では長野県歯
科医師会会長・春日司郎先生，更
科歯科医師会会長・滝澤　久先生
からもご挨拶をいただきました。
このように多くの先生方のご参
加・ご協力をいただきまして，長
野県及び信越地域支部連合総会を
無事に終える事が出来ました。
この場をお借りして御礼申し上
げます。
（平成７年卒・渡邉　裕 記）

によりご欠席となりましたが代理
として野村武史教授より東京歯科
大学の現状及び今後の展望，昨年
度の国家試験の結果についてのお
話を頂きました。
長野県連合総会及び信越地域支
部連合会総会は会務報告・会計報
告・監査報告など議事も滞りなく
進行し無事総会を終了することが
出来ました。
総会終了後，野村武史教授によ
る記念講演会が行われました。

「歯科医師が癌に関わる３つの話
題」
上記を演題として「がん患者の
周術期口腔機能管理」「骨吸収阻
害薬投与患者への歯科的対応」「口
腔がんの早期発見」についてのご
講演でした。
がん治療における周術期口腔機
能管理は，がんの三大療法である
外科療法・放射線療法・化学療法
に続く第４の治療・支持療法（サ
ポーティブケア）として機能して
いて術後合併症を減少させ入院日
数を減少させているとの事。
骨吸収阻害薬投与患者への対応

信越地域支部連合会

平成29年度　長野県連合総会
信越地域支部連合会総会
平成29年９月９日，千曲市戸倉
上山田温泉のホテル清風園にて
「平成29年度東京歯科大学同窓会　
長野県連合総会　信越地域支部連
合会総会」及び記念講演会・懇親
会が執り行われました。
秋晴れの爽やかな気候の中，多
くの先生にご出席をいただきまし
た。
まずは長野県連合総会，その後
信越地域支部連合会総会が執り行
われました。
長野県連合会長青木篤敬先生・
信越地域支部連合会長阿部晴弘先
生のご挨拶の後，東京歯科大学同
窓会会長・矢﨑秀昭先生，同窓会
専務理事・臼井文規先生，東京歯
科大学学長（代理）・野村武史教
授よりご祝辞をいただきました。
同窓会の矢﨑先生・臼井先生か
らは東京歯科大学同窓会の現状に
ついて，会の運営・支援・協力に
ついて，熊本地震支援活動・被災
地視察報告について等のご説明を
していただきました。
残念ながら井出吉信学長は都合
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60年卒の熊谷　恒先生から社保
の種々な注意点の解説がありま
した。平成２年卒の清藤浩也先生
はクイズ形式で一人ひとりを指
名し，楽しく教えてくださいまし
た。まるで学生に戻ったような気
分でした。
場所を「土手町ビアバイキン
グ」に移し，ビアパーティーとな

りました。重鎮の昭和26年卒成田 
文治先生の乾杯の発声で楽しい
宴が始まりました。６月に青森で
開催された東北歯連の慰労会で
もありましたので，二次会も更に
その後も…？弘前での同窓の楽
しい輪はいつまでも続いていく
のでした。
（昭和63年卒・古川由美子 記）

青 森 県 支 部

社保勉強会＆ビアパーティー
平成29年８月26日（土），青森
県支部では恒例となった社保勉強
会＆ビアパーティーですが，今年
はいつもの青森市ではなく弘前市
で開催されました。
弘前歯科医師会館では平成８
年卒佐藤雄大先生の進行で社保
勉強会が行われました。まず昭和

社保勉強会

熊谷　恒先生

清藤浩也先生

ビアパーティー成田文治先生の乾杯

畑中政利先生
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「北のまほろば」青森での集い
第81回全国学校歯科保健研究大

会が10月26日（木），　27日（金）
の両日に渡り，青森市のリンクス
テーションホールにて開催されま
した。青森県歯科医師会会員と日
本学校歯科医会の先生方を含めた
100名超のスタッフで大会の運営
にあたり，２日間で1,000名近く
の来場者があった大規模な大会で
した。大会実行委員だった私は前
日も会場設営やリハーサルに参加
し，大会本番を迎える準備も万全
となった夕刻から次なる舞台へと
足を運びました。
実はここからが本題です。東歯

同窓の「集い」があるというので
す。今回の大会長は同窓の大先輩
で日本学校歯科医会会長の川本　
強先生（昭和44年卒福祉会）であ
り，更に川本先生は私の父 船越 
良一の口腔外科第二講座時代の直
属の先輩でもありました。そして
大会実行委員顧問で日学歯副会長
を務める齋藤秀子先生（昭和48年
卒七十八期会），大会実行委員と
して名を連ねる日学歯理事の鈴木　

博先生（昭和56年卒水公会），同
じく日学歯理事で東歯同窓会広報
委員でもある阿左見葉子先生（昭
和60年卒三春会）の４名を，同窓
会青森県支部の有志数名がもてな
すという企画の「集い」でした。
同窓会青森県支部長の長内幸一
先生（昭和52年卒八十二期会）は
青森県歯科医師会副会長で同大会
の実行委員会副委員長も務めてお
り，会長招宴を終えた川本先生と
齋藤先生を会場にお連れし，この
タイミングで同窓会のおもてなし
が本格スタートしました。
多くは語りません。皆様の晴れ
やかな表情から「集い」の充実度
がお分かりいただけるのではない

でしょうか。紙面の都合上，細か
くは掲載できませんが，大会を通
じて多くの東歯同窓間の交流が花
開きました。全国規模の大会を成
功に導き，新たな出会いの場を提
供する務めを担った同窓会青森県
支部は，影でひっそりと貢献した
と自負しております。改めまして
同窓の皆様に感謝申し上げます。
（平成10年卒・船越朋輝 記）

岩塩担当の筆者 日学歯川本会長，齋藤副会長と地酒「豊盃」

長内支部長（後列中央）から右へ川本日学歯会長，父 船越良一，本田前支部長 
楽しい面々と青森の夜
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インを特別注文。比較的さっぱり
とした味わいの赤ワインとの相性
抜群。
「パパイヤサラダ」「ラム肉の
酸味ソース和え」も本場タイの味
わい。
なぜかコースにない「パイナッ
プルチャーハン」もいつの間にか
注文されワイワイと談笑の輪が広
がった。
毎年恒例の「会員近況報告」も
笑顔いっぱいの中で披露されそれ
ぞれが近況を語った。
〆の「パッタイ」（ビーフンを
使ったタイの焼きそば）を食べな
がらここで吉田礎久先生のご子息
尚広君（本学３年生）によるミニ
講演が行われた。尚広君はこの夏
休みに行ったフィリピンで歯科事
情の一端を学んできたそうである。
「来週から講義や実習が再開
し，また忙しい毎日が始まります
が，広い視野で物事が見られるよ
うな歯科医師を目標に研鑽してい
きたいです」と堂々と自信に満ち

た講演に大きな拍手が送られた。
最後に吉田礎久先生の「微笑
み」あふれる閉会の辞の後，記念
撮影をしてお開きとなった。
（平成９年卒・宇佐美貴弘 記）

横浜鶴見支部

鶴見東歯会　家族レク開催
８月26日（土）午後６時より，
京急鶴見駅に程近い「パサタイ」
において18名参加のもと鶴見東歯
会会員・家族・従業員レクリエー
ションが開催された。
横浜に居ながらにして世界の料
理を食べ尽くす第12弾は，微笑み
の国「タイ」へ。本場の味わいが
楽しめるタイ料理店を貸し切り堪
能した。
定刻となり，佐藤秀夫会長が挨
拶し，参加最年長の香山欣哉先生
の声高らかなる乾杯の発声でレク
リエーションがスタート。夕暮れ
時であるものの外はまだまだ蒸し
暑く，あらかじめキンキンに冷や
されたジョッキに注がれた生ビー
ルが飛ぶように追加注文され店員
さんも驚きを隠せない。
コース料理の一皿目は「空芯菜
のタイ風炒め」中華料理ではよく
目にする空芯菜炒めに似て非な
り。シャキシャキの食感の空芯菜
はピリッと辛くてスパイシーでナ
ンプラー（魚醤）がほんの
り香り，お箸もビールも止
まらない。
続いて，タイバジルも薫
る「タイ風の肉団子」には
「ハイボール」が良く合い
クイクイ進む。
お待ちかねの辛味と独特
な酸味がたまらないタイの
代表的スープ「トムヤムク
ン」海老の出汁もスープに
滲みて濃厚なのにさわやか
な味わいには「赤ワイン」
もいいのではとタイの赤ワ
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決定し，承認された。最後に，
増田裕子副支部長の挨拶で閉会と
なった。
その後，武居　純君の司会の
下，水口　清君の学術講演が行わ
れた。演題は，「個人識別の事例
から」で，顎顔面領域に関連する
画像から個人識別を行ってきた事
例の紹介であった。20数年前よ
り，試行錯誤の上独自の解析方法
を編み出した情熱に，一同大変興
味深く講演を聞いた。
次に佐藤信之幹事の発声の下，
乾杯が行われ会食となった。おい

しい懐石料理に舌鼓を打ち，楽し
いひと時も瞬く間に過ぎた。宴も
たけなわではあったが，最後に一
同記念撮影をしてお開きとなった。
（平成14年卒・渡瀬秀彦 記）

横浜西部支部

平成29年度　秋の一泊総会
今年度の総会は，10月11日水曜
日午後５時より，箱根湯本温泉萬
翠楼福住にて隔年開催となった一
泊で行われた。ご来賓として，東
京歯科大学神奈川県支部連合同窓
会会長　西山　潔君と，東京歯科
大学名誉教授で東海大学医学部医
学研究科客員教授の水口　清君を
お迎えした。当番区は旭区で，出
席人数はご来賓を含めて13名で
あった。
総会は，萩原　功君の司会の
下，式次第にのっとり，支部長挨
拶，ご来賓の挨拶のあと，各種報
告が行われ，出席者全員による承
認を得た。
今回は議決事項として，辻村　
育郎支部長の２年の任期終了に伴
い，次期支部長について話し合わ
れた。佐藤信之幹事のご発言で，
出席者全員の賛成をもって，来期
も辻村支部長にお願いすることで
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講座准教授　松永　智先生，「デ
ジタルファブリケーションが変え
る歯科医療」５人の先生方の発表
を行いました。
鈴木　龍先生は，インプラント
治療が一般的になってきた昨今，
インプラント周囲炎が問題となっ
てきた。感染は上皮組織を壊して
インベーターが体内に進入するこ
とである。実際，細菌はバイオ
フィルムの中にいて薬は無力に等
しいとのこと。今回，抗バイオ
フィルム剤としてアジスロマイシ
ンを40日間中期投与し，90％を越
える症例で効果があったと報告し
ました。
喜田晃一先生はスタンチン系薬
剤の骨形成の促進機能に着目し，
局所投与法の研究に，フルバスタ
チンをゼラチン（Gel）とアテロ
コラーゲン（AC）の複合体を作
製し静電気相互作用によって担持
応用した。複合体は担体と同じ多
孔性を示し，ラットの大腿骨へ応
用しフルバスタチンの徐放速度が
遅延し，AC/Gel複合体はフルバ
スタチンの徐放の抑制が可能であ
ると報告した。
佐野陽祐先生は，窩洞形成を
行った際のCD90陽性細胞の発現
及び局在を明らかにすることで，
歯髄修復の際の幹細胞動態を明
らかにした。窩洞形成後１日目
においては窩洞直下のCD90及び
Nestinの発現が減少した。３日
目においてCD90の発現はなく，
Nestin陽性細胞の発現が少しあっ
た。５日目では修復象牙質及び
象牙細胞の発現が認められた。

Cd90陽性細胞の象牙細胞層での
発現はなかった。
鈴木　薫先生は，純チタン性の
インプランと破折に着目し，純チ
タンのグレードと表面処理の違い
が疲労特性に与える影響をあきら
かにした。機械加工郡，表面差よ
り郡に分け，アルミナショットブ
ラスト，及び塩酸と硫酸による
エッチングを行った。静的加重と
動的加重を加え，表面処理の有無
に関わらず，G4の純チタンはG2
と比較して繰り返し加重により降
伏力の低下する割合が多いことが
示唆された。
松永　智先生は，現在は，10年
前には見られなかったデジタル機
器が浸透してきていることを説明
し，東京歯科大学では日本初の医
療系ファブラボ（CAD/CAMや
3Dプリンタ等を用いて治療に有
用な様々な物を作るデジタルラ
ボ）を2014年に設立し，臨床分野
と基礎分野の橋渡し研究につい
て，急速に今後）転換していく医
療の潮流の中で，歯科のかたちが
どの様に変化していくかを考察し
た。
学術大会の後は，場所を静岡駅
パルシェのフードピアットに移
し，懇親会を開始しました。いつ
もと違った雰囲気の懇親会で，各
学年ごとに集まって，和気相合に
時間を過ごして行きました。いつ
もと違い，校歌の斉唱もなく，
三々五々夜の街に消えて行きまし
た。 （昭和57年卒・辻　吉純 記）

静 岡 県 支 部

平成29年７月９日第２回学術大会

学術大会はレイアップ御幸町ビ
ルで行われました。座長に東京歯
科大学クラウンブリッジ補綴学講
座主任教授の佐藤　亨教授を迎
え，開催されました。
まず，最初に静岡県袋井市で開
業されている，鈴木　龍先生の
「QSシグナル阻害剤としてのア
ジスロマイシン」続いて東京歯科
大学　口腔インプラント学講座，
喜田晃一先生の「フルバスタチン
局所投与の担体としてのアテルコ
ラーゲン／ゼラチン複合体の物
性」，歯内療法学講座　佐野陽祐
先生のラット歯髄における窩洞形
成後のCD90の発現」，老年歯科補
綴学講座　鈴木　薫先生の「純チ
タンのグレードの違いと表面処理
が疲労特性に与える影響」解剖学

佐藤教授と神田会長と５人の演者
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議長の松田康男支部長のもと，
議事も粛々と進行し，全て承認さ
れた。その後報告事項が伝えら
れ，藤居正博前支部長への記念品
の贈呈にて終了した。
引き続き，来賓の法歯学・法人
類学講座　橋本正次教授に「大規
模災害犠牲者身元確認と臨床歯科
医」という演題でご講演いただい
た。
身元確認における家族対応につ
いて日本人と外国人との注意すべ
き相違，文化の違いや北朝鮮拉致
被害者，金　正男氏特定に関する
話など非常に興味深い内容であっ

た。
懇親会は瑞宝双光章を受章され
た髙橋義弘先生へのお祝い贈呈の
後，最長老の石田喜之先生の乾杯
で始まり，和やかな雰囲気の中，
交流を深めることができた。
最後に故 島野達也先生が学生

時代作詞された東京歯科大学予科
逍遙歌「夕日は沈み」を皆で歌
い，中村　忠副支部長の来年もま
たお会いしましょうという挨拶で
散会となった。
（昭和57年卒・髙田克重 記）

滋 賀 県 支 部

平成28年度 総会・講演会・懇親会
北朝鮮拉致被害者の身元を

特定するには…
平成29年３月５日（日）午後，

ボストンプラザ草津において，定
時総会，講演会，懇親会が開催さ
れた。
総会は住井正勝専務理事による

司会の下，中村　忠副会長の開会
の辞で始まり，校歌斉唱，物故会員
への黙祷（今年度は藤居正太郎先
生がお亡くなりになっている），
松田康男支部長の挨拶，来賓の
橋本正次副学長からは，挨拶と大
学の近況をお話しいただいた。

支部のうごき
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宝院）を訪れました。ホテルに
戻り後着組と合流，18時より総
会，会務報告，次期開催地の案内
（本間君の担当・日光中禅寺湖金
谷ホテル）があり，その後祇園甲
部の芸・舞妓をまじえ，一年振り
の旧交（卒業以来初めての級友と
も）を温めました。明けて15日朝
から雨模様の中，紫式部の邸跡で
源氏の庭などが残る蘆山寺に赴
き，管長自らの講話を特別拝観の
御堂で拝聴しました。この日も世
界遺産巡りです。“地に落ちし葵
ふみゆく祭かな”正岡子規も詠ん
だ葵祭りでも名高い上賀茂神社と
下鴨神社へ向け出発。上賀茂神社
（賀茂別雷神社）ではちょうど笠
懸神事の準備？で神馬に出会うこ
とも出来，昼食を西尾八ツ橋にて
京のおばんざい風松花堂弁当を食
し，下鴨神社（加茂御祖神社）へ
と向かいました。この頃には雨も

本降りとなりましたが，お神楽の
奉納等色々な行事があり，偶然の
チャンスに喜びを感じ御利益を頂
戴しました。
今回は生憎の空模様でしたが，
二日間で五か所の世界遺産を巡
り，来年の再会を約束しそれぞれ
帰路につきました。
尚，９月京都のクラス会を楽し
みにしていた吉岡政雄君が鬼籍に
入られました。残念です。心より
ご冥福をお祈り申し上げます。

（對馬具海 記）

踏 志 会 昭和41年卒

紅葉？には少し早い，平成29年
10月13日～ 15日にかけ，第52回
踏志会は19年振りに京都で開催さ
れました。13日御所近くの京都ブ
ライトンホテルに三々五々集合，
夜には忠臣蔵でおなじみの大石
内蔵助が豪遊したと言われてい
る，京都・祇園の中でも最も格式
高い由緒あるお茶屋「一力亭」で
希望者36名が集い，芸・舞妓とお
座敷遊びをして，美味しい京料理
を堪能し優雅な一時を過ごしまし
た。翌14日は９時ホテルを出発，
世界遺産三寺巡りをしました。真
言宗総本山東寺では，金堂並びに
講堂を訪れ弘法大使を偲び，次に
改修なった宇治・平等院へと足を
向け，昼食には隠元禅師によって
開創された黄檗山万福寺にて普茶
料理を頂き，その後太閤豊臣秀吉
が贅を尽くし花見の宴を行った醍
醐寺（三宝院，金堂，五重塔，霊

クラス会だより
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年に開催する事と決定しました。
提案された日程は徳島で阿波おど
りを見学して，翌日松山で同期会
を開く２泊３日コースですが，途
中参加も可能なプランも考えたい
とのことです。
続いて懇親会，また各地の名産
品等を多数の会員から差し入れを
頂いての二次会にて旧交をあたた
め，再会を約して散会となりまし
た。翌日は博物館や美術館，寄席
等で思い思いの休日を楽しんだよ
うです。
なお同期会皆勤賞を更新中の
増田隆宣会員ですが，怪我の為，
一度は出席を断念したようですが
総会の冒頭に顔を見せてくれまし
た。

皆様，次回同期会には是非ご出
席ください。

（付記）
森　鷗外について
森　鷗外は幕末動乱の時代に御典
医の息子として生まれ医を志し，
19才の若さで東京大学医学部を卒
業し軍医として活躍する一方文才
を発揮し，文壇に確固たる地位を
築きました。鷗外荘には代表作の
一つ「舞姫」を執筆した部屋が保
存されており，当日参加の会員に
も，鷗外の面影と明治の浪漫を感
じてもらえた事と思います。

（武井壽夫 記）

八十二期会 昭和52年卒

平成29年10月７日東京歯科大学
同窓会82期会を開催致しました。
今回の会場は明治の文傑 森

鷗外に思いを馳せるのも一興か
と，上野水月ホテル鷗外荘を選
び，クラス副主任として我々をご
指導下さいました細川伊平先生を
お迎えして，初めて顔を見せてく
れた会員も含めて44名の出席を得
て盛会となりました。
都内第一号の天然温泉で旅の疲

れを洗い流してから，開会の辞に
続けて，82期会会長岡野昌治会員
の挨拶の後，大島慶子会員を議長
に選出して総会を開き，物故会員
への黙祷をささげた後，各種の報
告を行い，次回同期会は松木建二
会員を大会長として，四国で2019

クラス会だより

クラス会開催日程

翔 蜻 会（昭和55年卒） と　き
ところ

平成30年２月24日（土）
石川県金沢市

35



学年主任の淺井先生も体調が優
れず，ご参加は見送られました。
我々八実会の会合は卒業以来他
の学年に比べ開催回数も内容も引
けを取ってはいないと思います。
私自身会長を７年間勤めさせてい
ただきましたが，事務的存在でい
つも案内状の送付や慶弔の知らせ
を送ってくれている蛯谷君の存在

が大きかったことを感じていま
す。ありがとうございました。次
期会長は静岡県の亀井君にバトン
タッチし，次回は静岡県での八実
会の開催を予定しています。ぜひ
また多くの八実会のみなさんが参
加していただけることを願ってい
ます。

（大井誠一 記）

八 実 会 昭和53年卒

平成29年９月９日（土）　八実
会が東京後楽園ドームホテル42階　
スカイバンケット「オリオン」に
て午後５時より開催されました。
前年度は北陸新幹線の開通のこと
もあり，北陸三県の同級生のみな
さんで特に富山県の方にお世話に
なり開催をしました。とても好評
でした。ありがとうございました。
今年度はいつものドームホテル
ですが，関東地方のみなさんをは
じめ九州地方の永江君，安部君は
いつも遠い所から参加ありがとう
ございます。安部君からはもっと
早めに開催時期を教えてほしいと
のこと，「飛行機のチケット代が
間際の購入ではかなり高額になっ
てしまう，せめて早割が使える次
期に案内を出してほしい」とのこ
と。関東に住んでいる我々にはそ
の辺の考慮がたりない気がしまし
た。以後申し伝えます。

クラス会だより
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というものか，いくつになっても
同級生という当たり前のことに改
めて感動を覚えた。
翌日は，絶好の晴天に恵まれ
て，将棋の駒製作実演を見学後，
山寺の奥の院まで1,000段以上の
石段を上着一枚脱いで，汗を拭い
ながら皆で登
り切り，五大
堂では秋風に
涼みながら眼
下の景色を眺
め，下山後は
山形のお蕎麦
を堪能してい
ただいた。昼
食後，ちょう
ど見ごろの蔵
王の紅葉を鑑
賞しながら，

お釡へと向かい，その絶景で記念
写真。そして再会を約束しなが
ら，山形駅で解散となった。小林　
顕会長，飯田君，宇井君，渋谷
君，平川君，遠いところ来てくれ
てありがとう。

（公平善啓 記）

水 公 会 昭和56年卒

「水公会 in 山形」と題して９
月30日～ 10月１日，将棋の駒で
有名な天童温泉　滝の湯ホテルに
てクラス会を行った。幹事は太田
俊子君，奥山泰夫君，菊地敦子君
（旧姓 豊田），公平善啓，山形県
在住の同級生４人で，ホテルで懇
親会，二次会，宿泊。翌日は山寺
立石寺，蔵王のお釡などを観光し
た。
参加者は総勢９名と少人数なが
らも，懇親会では山形の有名な地
酒，名物いも煮，山形牛を堪能し
ながら，こじんまりと纏まり，各
自の近況報告を交え，夜遅くまで
お酒を酌み交わし，親しく語り合
い，大いに盛り上がった。卒業
後，初めて会ったにもかかわら
ず，あっという間に30数年前にタ
イムスリップ。同じ学び舎の凄さ

滝の湯ホテル 中庭

蔵王のお釡

クラス会だより
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ついての話を，大多和君は本年４
月から本大学に新設された短期大
学の教授に就任し，「東京歯科大
学短期大学歯科衛生学科　開校し
ました」と題して衛生士教育につ
いての話を中心に，杉山君は昨年
12月から口腔健康科学講座の摂食
嚥下リハビリテーション研究室准
教授に就任し，「今，東歯で何を
教えてるの？－求められる歯科医
師養成のために－」と題してお話
をいただき，参加者は興味深く拝
聴していました。特に学生教育に
ついては，今の学生は我々が学生
だった30年以上前と全く違った環
境にいることに驚かされました。
名誉会員の高添一郎先生も参加い
ただき，大変有意義かつ重要な意
見も頂戴しました。講演下さった
３名に対し鳥居副会長から今後の
ますますの活躍とお礼の言葉を締

めとして講演会は終了しました。
講演会の後，懇親会は場所を神
保町の「新世界采館」に移動して，
伊藤彰人先生，田中丸治宣先生
の名誉会員をお招きして，両先生
のご挨拶，ならびに乾杯の音頭で
開宴しました。宴中盤には大多和
君，杉山君に対しそれぞれ教授，
准教授就任のお祝いをし，また
伊藤先生，田中丸先生の近況報告
ではご両人ともまだまだ現役で仕
事をし，趣味を持って日々を元気
に送っているお話に感動しまし
た。その後同級生からも近況報告
をしてもらい宴も終わりかけの
頃，日歯の公務で中座していた
小林君と本学教授の古澤成博君，
そして日大口腔外科教授の外木
守雄君もかけつけ，和やかなうち
にこの場は終宴となりました。
そして二次会を「日比谷　Bar　

神保町店」に移
動し，夜が更け
るまでお互いお
酒を片手に近況
や昔話に花を咲
かせ，若かりし
学生時代にタイ
ムスリップした
ようでみんな楽
しい時間を過ご
すことができ，
最後にまた２年
後にみんな元気
な姿で会う事を
約束して散会と
なりました。
（鳥居一也 記）

水 真 会 昭和58年卒

卒業して34年が経過した我々水
真会は，10月14日水道橋校舎本館
にて総会と講演会を開催しまし
た。総会は会長の小林慶太君の挨
拶から始まり，議長に栗原由紀夫
君を選出し，まずこの２年の間に
ご逝去された名誉会員の齋藤文明
先生と同級生の千葉　緑君に対し
て黙祷を捧げた後，円滑な進行の
中にも報告，議題等が慎重審議さ
れ滞りなく総会は終了しました。
次に板谷賢二君の司会で講演会に
移行し，同級生の中から小林慶太
君，大多和由美君そして杉山哲也
君の３名に今回は講師をお願いし
ました。小林君は本年６月から２
期目の日歯常務理事に就任し，「日
歯の目指す専門医制について」と
題して学術・国際渉外担当理事の
仕事内容や，現在日歯が考えてい
る歯科医師の専門医制の在り方に

クラス会だより
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顔を拝見すると，日頃の忙しさが
多少なりとも緩和出来たのではな
いかと思える素晴らしい会だった
と思えます。
最後にこの会の開催にあたり，
植田君を中心とした幹事の皆様に
感謝のお礼を述べ，筆を置きたい
と思います。
 （相庭常人 記）

ら説明いただいたため逆に臨場感
を伴い多いに盛り上がりました。
経歴は池野谷君の幼少期から始ま
り，大学時代の活動時期，卒業後
の自衛隊入隊時の裏話や多方面で
の駐屯時期のお話でしたが，ご自
身の性格がかもし出すほっこりと
した場が和むとても楽しい時間で
した。
その後はお酒も入り，時間の許
す限り談話を楽しみ，いたるところ
で笑いが起きる，まるで学生時代
に戻ったかのようなひと時でした。
宴席も進み，池野谷君からお礼
の言葉を頂いた後，自衛隊直伝の
正しい万歳のやり方を解説され，
参加者全員で万歳を行いました。
ちなみに手の平を相手に見せると
白旗を上げる降参と同じ意味とな
るため手の平は自分に向け，手を
上げる時に安定した姿勢を保つた
めに右足を軽く前に出すと教えて
頂きました。
最後に，池野谷君のリクエスト
に叶う浴衣姿での集合写真をパチ
リ！
年齢的に地区での役職等お忙し
い中での宴席でしたが，写真のお

三 春 会 昭和60年卒

池野谷　肇先生陸将補昇任祝賀会
昭和60年（1985年）卒の有志の

同級生による，初の１泊旅行が平
成29年９月16日（土）に熱海温泉　
秀花園湯の花膳にて開催されまし
た。今回の旅行は定例（５年毎）
で行われている同窓会としてでは
なく，同級生である池野谷　肇君
の陸将補昇任のお祝いの宴席とし
て池野谷君のリクエストに応え浴
衣姿での開催となり33名が参加さ
れました。
当日は，大型の台風18号が九州

へ上陸しゆっくりと本州へ接近し
ていたため，その影響による雨模
様となりましたが，18時集合開催
予定にも関わらず，熱海温泉とい
うこともあり多くの同級生が開催
時間前に到着し温泉へ向かいまし
た。屋上の露天風呂では，久しぶ
りに顔を合わせたためか，既に昔
話や現況報告を始めており，その
後の宴会の盛り上がりを大いに予
想させる展開でした。
我々の同窓会三春会会長の湯澤

君により開会の挨拶がなされ，そ
の後，池野谷君自身により今まで
の経歴を公表いただきました。
本来であれば，お祝いする方を

こちらからご紹介するところです
が，今回は，池野谷君から事前に
用意いただいた写真を東海大形成
外科教授の赤松君がプロジェク
ターを使用して投写し，ご本人か

自衛隊直伝「正しい万歳の仕方」

クラス会だより
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平成29年４月29日に，庭のホテ
ル東京において，澤田　隆先生
（昭52卒）の東京歯科大学定年退
職のお祝いと，あわせて長年務め
てこられた空手道部部長退任を慰
労する会が開催されました。OB
会副会長の佐々木眞澄先生（昭58
卒）による開会の辞に始まり，会
長藤居弘通先生（昭55卒）のご挨
拶で，40年余りにわたり空手道部
の発展にご尽力いただいた澤田先
生に慰労の言葉がありました。続
いて来賓の和道流空手道連盟　三
代宗家　大塚博紀先生によるご祝
辞の後，北海道から遠路参集され
た松崎紘一先生（昭46卒）のご発
声により乾杯しました。宴もたけ
なわとなったところで，空手道部
OB会から澤田先生に感謝の意を

込めて花束と記念品（空手道着）
が贈られました。これを受けて先
生から御礼のご挨拶があり，ご自
身の研究活動の一端と，学生時代
から現在に至る空手道部での歩み
について懐かしい写真を交え紹介
されました。過去には30名以上の
部員を抱える黄金期があり，部員
同士はもちろん，他大学の学生と
も技を競っていたとのこと，今昔
に堪えません。
空手道部は，平成30年に創部60
周年を迎えます。部員減による幾
多の危機もありましたが，これほ
ど長く存続できたのは先輩から
脈々と受け継いできた空手道部の
伝統と，和道流の訓え「敬　愛　
礼」の精神があったからに他なり
ません。会の終わりに本年度から

新部長になられた加藤哲男教授か
らご挨拶があり，空手道部の良き
伝統を引き継いでいきたいと抱負
を述べ，締めくくられました。記
念写真撮影の後，空手道部主将，
宍戸勇介君とOBの先生方による
恒例のエール交換が行われ，無事
閉会しました。
（平成27年卒　髙﨑史義 記）

東京歯科大学空手道部
澤田　隆先生大学定年退職と空手道部部長退任を慰労する会

OB会・グループ・サークルだより
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次に，「現役部員への支援」に
ついて協議されました。現在，現
役部員は，平日は都内の体育館を
借り，土曜日は稲毛の体育館に移
動して練習を行っており，体育館
使用料や交通費を部員が自己負担
している現状についてOB会から
の援助が提案され，了承されまし
た。協議終了後は懇親会にうつ
り，黒澤祐一先生（昭51卒）の乾
杯のご発声のもと宴会が始まり，

OBの先生方や現役部員は楽しい
会話の中，親睦を深めました。
最後に，OB会長の村田憲一郎
先生（昭50卒）から，「今後は，
現役部員の士気向上のためプロバ
スケットボール選手の試合を観戦
する機会を設けたい。」という提
案を頂き，中締めとなりました。
このように，バスケットボール
部OB・OG会では様々な形で現役
部員を支援していきたいと考えて
います。今後もOB・OGの先生方
には引き続きご協力をお願い致し
ます。また，OB・OG総会への出
席者が年々減少傾向にあります。
ご多忙とは存じますが，同年代等
でお誘い合わせの上，是非多くの
先生方にご出席頂ければと思いま
す。
（平成25年卒　井戸川香代，  　
平成27年卒　秋葉知里 記）

バスケットボール部OB・OG会総会

平成29年７月16日（日）19時よ
り，飯田橋ホテルメトロポリタン
エドモンドにおいてバスケット
ボール部OB・OG会総会が開催さ
れました。
OB会幹事・髙野智史先生（平

18卒）の司会のもと，まず現役男
子部・女子部主将より昨年度やこ
こ最近の成績および今年度行われ
る歯学体についての報告がありま
した。男女ともに，今年の春から
中村光博先生（元本学教養科目体
育学教授）にコーチをお願いし，
歯学体優勝を目指して日々練習に
取り組んでいるとのことでした。
次いで，野田　修先生（昭53卒）
より，昨年度，富山県で開催され
た歯学体での激励会についての報
告がありました。「激励会にはプ
ロバスケットボールＢリーグ１部
中地区所属の地元チーム・富山グ
ラウジーズの水戸健史・田中健介
両選手にも参加して頂き，現役部
員の良い刺激になった。今年度の
歯学体は岡山県で開催されるの
で，またこのような会を開いて頂
き，応援していきたい。」とのお
話を頂きました。

村田OB会長挨拶野田先生挨拶 黒澤先生

OB会・グループ・サークルだより
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員合計112名で盛大に懇親会が開
催された。精到会会長の榎本洋史
先生ならびに野間弘康名誉教授の
ご挨拶に続いて，髙北義彦客員教
授（歯科麻酔学講座）による乾杯
のご発声のもと，懇親へと移行し
て水道橋病院，千葉病院の思い出
が多く語られた。片倉　朗教授
（口腔病態外科学講座）による中
締めの挨拶ののち，多くの参加者
は親睦をさらに深める時間を共有
した。
90年以上続く口腔外科学教室の
伝統を継承すべく，精到会の名称
の由来でもある血脇先生の「深研
精到」の教えを心に刻み，2023年
に100周年を迎える教室の発展に
尽力したいと再確認した会であっ
た。

（口腔外科学教室 精到会）

本口腔外科学会総会・学術大会の
進捗状況についての報告がなされ
た。また，水道橋病院，千葉病院，
市川総合病院の医局長より各病院
の口腔外科の現状が報告された。
千葉病院の周辺環境の変化や，市
川総合病院のスキルスラボの紹介
があった。大学本部移転後も水道
橋病院，千葉病院ともに初診患者
数，手術件数が増加しているとの
ことであった。
総会の後に行われた講演会で
は，一般社団法人日本学校歯科医
会会長に就任された川本　強先生
から「日学歯の来し方行く末 『過
去・現在・未来』」と題し，日本
学校歯科医会の成り立ち，現在の
活動内容，日学歯の未来について
ご講演いただいた。
講演会の後，一般会員，現役会

平成29年度　口腔外科学教室 精到会総会・講演会・懇親会を開催

平成29年９月２日（土）16時よ
り，ホテルメトロポリタンエドモ
ント（飯田橋）にて，平成29年度
精到会（口腔外科学教室同門会）
総会・講演会が，18時より懇親会
が行われた。

精到会総会は，柴原孝彦教授
（口腔顎顔面外科学講座）の開会
の挨拶で始まり，榎本洋史会長の
挨拶に続いた。そのなかで，野間
弘康名誉教授の瑞宝中綬章受章の
記念式典，髙野伸夫教授の退任お
よび口腔がんセンター顧問就任に
ついてご報告いただいた。また11
名の逝去会員への黙祷が行われ
た。なかでも故 中久喜　喬名誉
教授（歯科麻酔学講座），故 森内　
護先生は一時期休会していた精到
会の再開（昭和63年）にご尽力い
ただき，幹事その後監事をお勤め
いただいたことが紹介された。続
いて，佐々木研一臨床教授より平
成28年７月31日に水道橋校舎新館
で開催した第18回日本口腔顎顔面
外傷学会総会・学術大会開催につ
いて，柴原孝彦教授より平成30年
11月２～４日に主管する第63回日

挨拶をされる榎本洋史精到会会長 特別講演をされる川本　強副会長

OB会・グループ・サークルだより
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フェルトででき，分解，組み立て
が簡単で，草原に暮らす遊牧民に
は最適な住居である。遊牧民は縦
横無尽に好きなように草原を移動
しているイメージがあるが，実は
そうではない。遊牧の行動範囲は
大まかに決まっており，家畜に
とって最良の牧草を食べさせるた
めに移動し，食べ尽くさないよう
にまた移動する。自然と共存する
知恵を受け継ぎ，次世代へ伝えて
いる。しかし，近年，若者たちは
都市部で働き，老年の夫婦だけが
遊牧を続けている。実際，モンゴ
ルの全人口約300万人の内，約半
数の130万人以上がウランバート
ルに集中している。
祖国の英雄・チンギス・ハーン
チンギス・ハーンに関する詳述
は歴史書に譲るとして，モンゴル
国内の要所には，必ずと言ってい
いほど，チンギス・ハーンに関す
る絵画や像が展示してあった。
1990年の民主化以降，民族の誇り

チンギス・ハーンは，モンゴル人
のアイデンティティを取り戻すた
めに必要な存在であったようだ。
現在のモンゴル
モンゴルの主な産業は鉱物資源

であり，2013年まで高い経済成長
を続けたが，世界的な資源安によ
りモンゴル経済は低迷し，2017年
に国際通貨基金（IMF）の対モン
ゴル支援を受け入れた。1990年以
降，民主化が進み，急速な経済成
長は貧富の差を生み，現在も混乱
の中にあった。昼間の交通渋滞は
この国の常となり，富裕層も確実
に増えている。それとは対照的に，
ふと思い返す情景は草原で出会っ
た遊牧民の素朴な笑顔と，どこま
でも広がる草原であった。より多
くの人がこの国の魅力に触れ，新
たな発見と喜びを感じ，両国の懸
け橋となることを望んでやまない。

日本人の多くが「モンゴル」
という地名を聞けば，「緑の大草
原」，「遊牧の民」を思い起こすの
ではないだろうか。近年，大相撲
では多くのモンゴル出身力士が活
躍しており，様々な分野で交流が
盛んになっている。2016年６月７
日，日本・モンゴル経済連携協定
（EPA）が発効され，両国の経
済協力が一層強まってきた。そこ
で，私は，2017年９月６日～９日，
林　幹雄衆議院議員が会長を務め
る衆議院日本・モンゴル友好議員
連盟に参加する機会を得て，モン
ゴルを訪問した。
草原に生きる
長年，モンゴルの人々は，厳し
い自然環境の中で，季節ごとに家
畜と移動する遊牧生活を続けてき
た。彼らはゲルと呼ばれる移動式
住居に住んでいる。ゲルは木と

林　幹雄衆議院議員と在モンゴル日本
国大使館大使公邸にて

高さ40mの巨大なチンギス・ハーンの
騎馬像

ゲル（モンゴル民族の移動式住居）に
宿泊

写真が同窓会ホームページ≪http：//www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

すいどうばし

すいどうばし

モンゴル紀行－衆議院日本・モンゴル友好議員連盟に同行して
髙　市　真　之（平成16年卒）
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平成29年度関東女性歯科医師の
会が，平成29年９月18日（祝）茨
城県「水戸プラザホテル」にて開
催されました。前日まで大型台風
の接近に伴う影響を心配しており
ましたが，当日は晴天に恵まれ無
事に開催する事が出来ました。
この会は，関東１都７県に山梨
県を加え輪番制で開催されており
ます。本年度は茨城県が当番県と
なり，106名の参加の基，全体会・
講演会・懇親会の３部構成で行わ
れました。
全体会では，前年度当番県の千
葉県からの会計報告，各都県の活
動報告等がなされた後，協議に移
りました。会の在り方や会計報告
の在り方，全国で活動している
「女性歯科医師の会」の調査につ
いて活発な意見が交わされまし
た。その後，神奈川県より「男女
共同参画についての会員アンケー
ト調査結果」，茨城県より「女性
歯科医師の学会参加への環境整備
としての託児所開設」についての
プレゼンテーションがありまし
た。全体会を通し，女性歯科医師
が増加するこれから，若い世代が
活躍できるよう，そして継続就業
に向けて環境整備が必要な事は一
致した見解でした。
次に狂言和泉流二十世宗家・
和泉元彌様に「技が伝えるもの～
伝統芸能・狂言の世界～」と題
し，実演を交えてのご講演を頂き
ました。狂言の歴史や基礎につい
て，また演者にとっては発声が重
要であり，口元・歯は観客席に向

けられるため口腔管理は非常に大
切であると，我々歯科医師にとっ
てもありがたいお話でした。その
後，和泉流８名の方々による舞台
を観賞させて頂き，別世界へと誘
わせて頂きました。最後にお母様
の和泉節子様より，女性の力で
和泉流を継続させる事のご苦労，
お姉さまの淳子様より芸の前に性
別は無いと育てられたとのお言葉
がありました。これは，女性歯科
医師にも通ずる事であると思いま
す。
そして懇親会へと移り，各都県
の先生方や同窓の先生方との交流
や親睦を深める事が出来た事は大
変有意義であったと思います。
御存知かと思いますが，本年度
も茨城県は魅力の無い県ワースト
ワンに輝きました。それを少しで
も解消したいと，ゆるキャラの
「ハッスル黄門」の出演や県の
ピーアールビデオの上映を行いま
した。また，本校口腔外科学講座
に在籍しておられた，塙　章一先
生が携わっている，茨城県の陶芸

品「笠間焼」で作成された，ひと
にやさしいうつわを展開する「ひ
とらぼ」の食器や特産品の結城紬
の展示などもさせて頂きました。
次年度はワーストワンの記録を他
県にお譲りするきっかけになりま
したら幸いでございます。
今回，来賓としてご出席を頂き
ました茨城県歯科医師連盟会長の
髙野一夫先生を初め，16名の本学
ご出身の先生方にご参加を頂き，
各都県でのご活躍の様子を拝見し
大変刺激を受けた一日でありまし
た。次年度当番県をお引き受け頂
きました埼玉県へバトンをお渡
し，参加報告と致します。

すいどうばし

関東女性歯科医師の会
茨城県女性歯科医会　長　岡　未佐子（平成元年卒）

44



11月
1）　理事会
11月18日（土） 第５回理事会

2）　委員会
11月６日（月） 会務運営協議会
　　10日（金）　広報部広報委員会
　　13日（月）　事業推進部学術委員会　企画会議

3）　出張
11月３日（金・祝）
 東京歯科大学歯科衛生士専門学校同

窓会卒後研修 東京歯科大学短期大
学開学記念フォーラム

矢﨑会長，他役員出席
　　５日（日） 東京都女性歯科医師の会　平成29年

度秋の講演会・懇親会
髙野常任理事出席

　　11日（土） 秋田県支部総会　　早速副会長出席
 学術講演会　講師・佐藤一道准教授

（母校）
　　12日（日） 埼玉県支部総会　髙橋常任理事出席
　　13日（月） 東京地域支部連合会支部長会

臼井専務理事出席
　　18日（土） 東京地域支部連合会・城西ブロック

総会　 矢﨑会長出席
　　18日（土） 朝日大学歯学部同窓会創立40周年記

念式典・祝賀会 澁谷副会長出席
　　23日（木・祝）
 静岡県支部総会　小池常任理事出席
 学術講演会　講師・櫻井　薫教授
 （母校）
　　25日（土） 長崎県支部総会　福本常任理事出席
　　26日（日） TDCアカデミア2017　卒後研修
 ３研修会全体会

4）　事業
11月５日（日） 第５回新進会員のつどい

　　８日（水） TDCアカデミア2017　卒後研修
 TDC研修倶楽部
　　12日（日） TDCアカデミア2017　医療教養

Part1　リベラルアーツ講座
 Part2　フロントランナーセミナー
 Part3　医療教養セミナー
　　15日（水） TDCアカデミア2017　卒後研修　

DSM
　　29日（水） 事業推進部社会保障制度研究委員会　
 社会保障制度に関する講演会
　　30日（木） TDCアカデミア2017　卒後研修
 歯科臨床を語る会

5）　評議員会
11月19日（日） 平成29年度評議員会・都道府県代表

者会

12月
1）　理事会
12月16日（土） 第６回理事会

2）　委員会
12月４日（月） 渉外部渉外委員会
　　５日（火） 総務・厚生部総務厚生委員会
　　８日（金） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
　　９日（土） 事業推進部学術委員会全体委員会
　　11日（月） 会務運営協議会
　　12日（火） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
　　13日（水） 広報部広報委員会
　　13日（水） 事業推進部学術委員会委員発表会
　　15日（金） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
　　18日（月） 事業推進部社会保障制度研究委員会

3）　出張
12月２日（土） 東京地域支部連合会総会

矢﨑会長，山口理事出席

庶 務 日 誌

庶　務　日　誌
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　　２日（土）　熊本県支部総会　　澁谷副会長出席
 学術講演会　講師・矢島安朝教授
 （母校）
　　２日（土）　愛媛県支部総会
 佐々木常任理事出席
 学術講演会　講師・福田謙一教授
 （母校）
　　３日（日） 栃木県支部総会　　財部副会長出席
　　３日（日） 千葉県支部総会　　早速副会長出席
　　３日（日）　神奈川県支部連合同窓会評議員会
 矢﨑会長出席
　　３日（日） 愛知県支部総会　髙橋常任理事出席
　　９日（土） 山梨県支部総会　中島常任理事出席
 学術講演会　講師・古澤成博教授
 （母校）

　　10日（日）　茨城県支部総会　　冨山副会長出席
　　16日（土）　南信支部総会　
 学術講演会　講師・笠原正貴教授 

（母校）
　　16日（土）　横須賀・鎌倉支部総会
　　19日（火）　大学支部総会　　　　矢﨑会長出席

4）　事業
12月20日（水） TDCアカデミア2017　卒後研修

DSM
　　21日（木） TDCアカデミア2017　卒後研修
 歯科臨床を語る会

７月７日夜，
荒木　覚君逝去
の知らせは，そ
のフレーズが現
実離れしてい
て，無機質で，

身体がそれを受け入れるのに時間
がかかりました。
「星がまばたく音があるんだ
よ，聴きにおいでよ」との誘いで，
彼の家を友人６人で訪ねる日を楽
しみにしていた矢先の一報でした。
彼とは同級生でしたが，卒業後
11名で研究会（善志我会）を組ん
でからの方が付き合いは深く，か

れこれ50年にもなります。
歯科医師としての才器を発揮
し，習志野で悠々と人生を送る道
もあったのですが，それを平然と
捨て，八ヶ岳の森林で薪を割り，
冬の暖房の補助とする生活を，奥
様と二人で送る道を選んで20年に
なります。高級車モーガンを愛
し，倶楽部の会長を長年務めてい
ました。いずれも一度の人生に，
深い意味を持たせました。
森の中で，「それがどうした」
の境地に達し，哲学者と凡人の間
を行き来していましたが，哲学者
になるのは向こうでと思ったよう

で，仲間のままで逝ったそうでそ
こは，ホッとしました。
２週間後，約束通り６人で八ヶ
岳を訪れ，彼の愛したホテルの
Barで，しばしの時を過ごしまし
た。友垣の一角がまた崩れ，Bar
に 流 れ る As the time goes by　
を皆無口で聴きました。
彼が「待った？遅れてごめん」
と言ってBarに入って来るような
気がし，それでも良いからこの場
に来てくれたらと思い，酔わない
ウイスキーを重ねました。
（昭和42年卒・黒田百樹 記）

庶 務 日 誌

追　　　悼

～時の過行くままに 志学会（昭和42年卒）
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下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を
お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

●昭 18. 9 卒 田　中　堅　一（95歳） 大分県宇佐市 29.  9. 19
●昭 44 卒 猪　狩　忠　久（73歳） 埼玉県さいたま市 29.  9. 14
●昭 34 卒 小　山　秀　雄（91歳） 長野県下高井郡 29.  9. 23
●平 10 卒 酒　寄　千　恵（45歳） 茨城県つくば市 29.  9. 15
●昭 36 卒 岩　田　　　嵩（82歳） 東京都杉並区 29.  8. 27
●昭 25 卒 宮　内　鴻　纓（91歳） 東京都中野区 29.  9. 30
●昭 62 卒　 伊　東　博　敬（56歳） 神奈川県横須賀市 29. 10. 11
●昭 36 卒　 皆　川　修　慶（82歳） 神奈川県横浜市 29. 10. 12
●昭 29 卒 川　辺　龍　彦（88歳） 東京都港区 29.  6. 10
●昭 40 卒 榎　本　　　浩（78歳） 神奈川県厚木市 29.  6. 14
●昭 54 卒 相　原　　　健（64歳） 福島県福島市 29. 10. 18
●昭 24 卒 神　山　五　郎（91歳） 29.  6. 16
●昭 47 卒 鈴　木　孝　義（69歳） 千葉県市川市 29. 10.  9
●昭 40 卒 梶　井　文　忠（78歳） 山口県厚狭郡 29. 10. 27
●昭 26 卒　 飯　田　外茂男（92歳） 東京都大田区 29. 10. 18
●昭 33 卒　 北　原　上　子（83歳） 東京都新宿区 29. 10. 24
●昭 23 卒 菊　池　俊　夫（91歳） 栃木県宇都宮市 29. 10. 29
●昭 57 卒 難　波　哲　夫（61歳） 東京都世田谷区 29. 10. 31
●昭 19. 9 卒 津　戸　英　守（93歳） 東京都立川市 29.  9. 18
●昭 35 卒 平　田　志　郎（82歳） 鳥取県米子市 29. 11.  3
●昭 49 卒 小　滝　正　人　（68歳） 栃木県那須塩原市 29. 11. 15
●昭 60 卒 木　下　浩　子（57歳） 東京都杉並区 29.  8.  9
●昭 38 卒 岩　田　利　光（80歳） 香川県丸亀市 29. 11. 17
●昭 31 卒 羽毛田　湊　人（85歳） 長野県南佐久郡 29. 11. 18
●昭 40 卒 馬　場　義　夫（79歳） 長野県上田市 29. 11. 15
●昭 18. 9 卒 中　村　義　信（94歳） 鳥取県倉吉市 29. 11. 17
●昭 26 卒 平　川　幸　矢（90歳） 兵庫県西宮市 29. 11. 21
●昭 22 卒 山　本　一　成（92歳） 東京都千代田区 29. 11. 16
●昭 25 卒 澤　田　　　稔（88歳） 熊本県八代市 29. 11. 26
●昭 51 卒 澤　野　恵　司（66歳） 北海道札幌市 29. 11. 27
●昭 34 卒 海　洲　馨　一（83歳） 福島県郡山市 29. 11. 28
●昭 25 卒 田　代　教　平（90歳） 静岡県袋井市 29. 11. 30

逝 去 会 員

　逝 去 会 員
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◆投 稿 規 定

⑴ 原稿締め切り
原稿の締め切りは，発行前月の１０日までとし，
原則として締め切り翌月発行の会報に掲載いた
します。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮下さい。ワープロ等電子機器使用の場
合は１行１５字で設定して下さい。写真はピント
のあったものを，大きいサイズ（２Lなど）で
集合写真のみでなく，スナップなども添えて下
さい。

⑶ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。なお，掲載については委員会にご一
任いただきます。

⑷ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真の場合は，その旨書き添えて下さ
れば返却いたします。写真は同窓会ホームペー
ジにも掲載されることがあります。

※平成２６年度より，偶数月発行から年間４回（２，６，１０，１２月）の発行になりました。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ
http : //tdc-alumni.jp/organization/dousoukai/kouhoubu/をご覧下さい。

⑸ 投 稿 字 数
考備，数字文容内欄稿投

追悼 故人の追悼文 ６００字程度でお願いしています。

すいどうばし
いなげ

随想，詩，短歌，
時評など

１編１，７００字程度（１ページ）。投稿者本人にしか解らない思い入れ
や，取り止めのない随筆はご遠慮いただき，出来るだけ大学や同窓
会に縁（ゆかり）あるものが望ましい。

支部のうごき
クラス会だより

１ページ１，７００字程度（１ページ以内でお願いします）
写真が入る場合下記を参考に文字数を減らしてください。
全員の集合写真は７２０字に相当，会場風景や大勢のスナップ写真は
３６０字相当，数人のスナップ写真は１２０字相当で掲載します。
尚，同窓会ホームページよりひな型をダウンロードできますのでご
利用下さい。

投稿送付書 郵送で投稿の方は下記送付書に内容を記載し，同封をお願いします。

お名前（漢字） フリガナ 所属支部 支部

卒業年数（どれか１つ） 卒期／卒年）暦西・成平・和昭（

住所（自宅・勤務先） 〒

電話番号（自宅・連絡先） － － FAX番号 － －

投稿先
□に 印チェック

同窓会会報 □カラーグラビア □追悼 □支部のうごき
□ふるさと自慢 □すいどうばし □いなげ
□クラス会だより □OB，グループ・サークル

枚数枚真写付貼

その他ご希望 （例 写真の順番・重要度など）
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★2020年の東京オリンピック・パラリンピックまで1000日をきりました。
オリンピックは７月24日に開会式，８月９日に閉会式，パラリンピックは８月25
日に開会式，９月６日に閉会式と発表されています。
新たに完成した競技場の公開があったりと準備は進んでいるようです。

★今回のオリンピックではスポーツクライミング，サーフィン，スケートボード，
空手が新たに加わり野球・ソフトボールが復活します。
時代とともに競技種目の変更がありますが，これら新種目は面白そうです。

★このところ異常気象が多いように感じます。特に今年の夏は雨の日が多く，東京
では８月１日から21日間連続で降雨があって，これは1977年に次ぐ歴代２位の記
録でした。
オリンピックの会期中は猛暑も困りますが長雨にならないといいのですが。

★天皇陛下の退位日が2019年４月30日に決定しました。
５月１日に皇太子さまが即位し新元号になりますが，新元号は2018年中に発表さ
れるそうです。
どんな元号になるか楽しみです。

★東京オリンピック・パラリンピックは新元号で新しい天皇陛下の元，開催されま
すが大いに盛り上がることを期待しています。

★同窓会も時代の変化に対応して，新元号の元，さらなる発展があるようにと願っ
ています。 （皆川雅彦 記）

広報部広報委員会
委 員 長：昭和53年卒 臼田　　準
副委員長：昭和61年卒 福井　雅之

：平成４年卒 西村　哲雄
：平成７年卒 山口　雅史

委　　員：昭和60年卒 奥野　圭子
：昭和60年卒 佐々木葉子
：昭和60年卒 皆川　雅彦
：昭和63年卒 渡邊　宇一
：平成３年卒 島田　　篤
：平成４年卒 本間　敬和

委　　員：平成９年卒 末原　正崇
：平成10年卒 横田　東生
：平成16年卒 菅原　圭亮

協力委員：昭和58年卒 古澤　成博
：昭和62年卒 北村　　晃
：昭和63年卒 岩田　昌久
：平成１年卒 長岡未佐子
：平成11年卒 片山　明彦

広報部担当副会長：昭和57年卒 冨山　雅史
担 当 理 事：昭和56年卒 小池　　修

：昭和61年卒 岡村美恵子

平成29年12月20日　印刷
平成29年12月25日　発行

東京歯科大学同窓会会報　第410号
同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

発行人　小 　 池 　 　 　 修
編集人　臼 　 田 　 　 　 準
　　　　東 京 歯 科 大 学 同 窓 会
　　　〒101-0061　東京都千代田区三崎町2－9－18
 電　話（03）5275－1761
 F A X（03）3264－4859
印刷所　一 世 印 刷 株 式 会 社
　　　〒161-8558　東京都新宿区下落合2－6－22
 電　話（03）3952－5651（代）

○○○○○

◆へんしゅうこうき
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  1．開 会 の 辞
  1．叙勲，褒章受章者顕彰式
  1．点　　　　　　呼
  1．会 長 挨 拶
  1．来 賓 挨 拶
  1．議長，副議長選出
  1．議 事 録 署 名 人
  1．黙　　　　　　祷
  1．東京歯科大学の現況報告
  1．報　　　　　　告
⑴　平成29年度　会 務 報 告
⑵　平成29年度　会計現況報告

  1．議　　　　　　事
第 1 号議案　名誉会員の推薦
第 2 号議案　東京歯科大学同窓会会則の第2条

および第10条の一部改正
第 3 号議案　東京歯科大学同窓会共済規程の廃

止および東京歯科大学同窓会慶弔
基金規程の制定

第 4 号議案　第3号議案の可決に伴う東京歯科
大学同窓会会則の一部改正

第 5 号議案　平成28年度　経常部収支決算
第 6 号議案　平成28年度　特別会計収支決算

（高山・血脇記念同窓会基金，共
済基金，名簿積立金，退職積立
金，同窓会創立120周年記念事業
積立金）

第 7 号議案　平成28年度　卒後研修セミナー，
卒後研修セミナー積立金収支決算

第 8 号議案　平成28年度　時局対策費積立金会
計収支決算

第 9 号議案　平成28年度　財　産　目　録
   （監　査　報　告）
第10号議案　平成30年度　事　業　計　画
第11号議案　平成30年度　入会金および会費等
第12号議案　平成30年度　経常部収支予算
第13号議案　平成30年度　特別会計収支予算

（高山・血脇記念同窓会基金，共
済基金，慶弔基金，名簿積立金，
退職積立金）

第14号議案　平成30年度　卒後研修セミナー，
卒後研修セミナー積立金会計収支
予算

第15号議案　平成30年度　時局対策費積立金会
計収支予算

第16号議案　北支部・滝野川支部の合併
第17号議案　役　員　改　選
第18号議案　選挙管理委員・予備選挙管理委員

の選出
  1．協　　　　　　議
  1．名誉会員推戴式
  1．閉 会 の 辞

平成29年度 評議員会

（報告）

平成29年度東京歯科大学同窓会評議員会
（午後1時00分~午後5時30分）

　　平成29年11月19日（日）
於　東京歯科大学水道橋校舎
　　本館13階　第 1 講義室
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 1 ．現在会員数 9,135名
内
名　誉　会　員 31名
共済負担金免除会員 853名
高　齢　会　員 418名
新　進　会　員 611名

（支部加入255名，支部未加入356名）
不　明　会　員 1,163名

 2 ．会員の移動
新　入　会　員 123名
　　　　　　　　　  （本年度卒業生　115名）　　　　　　　　　　他　　　　　　    8名
逝　去　会　員 124名
退　会　会　員 3名

（いわゆる推薦会員）
 3 ．会　　　議

評　議　員　会 1回
都道府県代表者会 1回
学年代表者会 1回
新進会員のつどい 1回
東歯関係日歯役員・代議員と 

2回
同窓会役員懇談会
理　　事　　会 6回
常 任 理 事 会 5回
監　　査　　会 1回
各 種 委 員 会 94回
その他の会議 21回

 4 ．役 員 出 張　　73回（106名）
 5 ．支　部　数　　108支部
 6 ．地域支部連合会数　11地域支部連合会

北海道地域，東北地域，関東地域，東京地域，
信越地域，東海地域，北陸地域，近畿地域，
中国地域，四国地域，九州地域

 7 ．会 務 報 告
平成28年
 9 月 1 日（木） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（補綴セミナー打合せ）
　　 2 日（金） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（補綴セミナー打合せ）
　　 2 日（金） 会計連絡会（次年度予算協議会）

　　 3 日（土） 長野県連合総会・支部長会
  澁谷副会長出席
 学術講演会　講師・笠原正貴教授
 （母校）
　　 4 日（日） 関東地域支部連合会総会・支部長会

 早速副会長，臼井専務理事，
 大野理事出席
学術講演会 講師・松浦利隆氏（群馬
県立女子大学群馬学センター教授）

　　 4 日（日） 東海地域支部連合会総会・支部長会 
 矢﨑会長，髙橋・国島各理事出席
学術講演会　講師・落合偉洲氏（久
能山東照宮 宮司）

　　 5 日（月） 東京地域支部連合会東歯保険関係懇
談会 矢﨑会長出席

　　 5 日（月） 総務・厚生部女性会員活動推進委員
会

　　 5 日（月） 事業推進部学術委員会　運営委員会
（医療教養打合せ）

　　 6 日（火） 二校会主催若手研修セミナー打合せ
会

　　 9 日（金） 広報部広報委員会
　　10日（土） 北海道地域支部連合会総会・支部長会
  冨山副会長，臼井専務理事，
  戸田理事出席

学術講演会　講師・野村武史教授
（母校）

　　10日（土）・11日（日）　TDC アカデミア2016　
 臨床セミナー　補綴セミナー
　　11日（日） 明海大学歯学部同窓会創立40周年記

念式典・祝賀会 矢﨑会長出席
　　12日（月） 会務運営協議会
　　14日（水） TDC アカデミア2016　卒後研修　

TDC 研修倶楽部
　　15日（木） TDC アカデミア2016　医療教養　

フロントランナーセミナー　第2回
　　17日（土） 第4回理事会
　　21日（水） TDC アカデミア2016　卒後研修 

DSM

平成29年度東京歯科大学同窓会会務報告

（自　平成28年 9 月 1 日）至　平成29年 8 月31日
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　　22日（木・祝）　同窓会主催全国ゴルフ大会（武
蔵丘ゴルフコース）

　　27日（火） ソーシャルメディアを用いたセミ
ナー集客　勉強会

　　29日（木） TDC アカデミア2016　卒後研修　
歯科臨床を語る会

10月 2 日（日） 二校会主催若手支援セミナー
　　 3 日（月） 会務運営協議会
　　 4 日（火） 事業推進部学術委員会  2017年プロ

グラム委員会（卒後研修打合せ）
　　 8 日（土） 宮崎県支部学術講演会 講師・二階堂

雅彦氏（東京都開業）
　　 8 日（土） 北陸地域支部連合会支部長会
  佐々木・野田各理事出席
　　12日（水） TDC アカデミア2016　卒後研修　
 TDC 研修倶楽部
　　13日（木） 事業推進部社会保障制度研究委員会
　　14日（金） 広報部広報委員会
　　15日（土） 第5回理事会
　　18日（火） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
　　19日（水） TDC アカデミア2016　卒後研修　
 DSM
　　19日（水） 渉外部渉外委員会
　　22日（土） 九州地域支部連合会総会・支部長会
  矢﨑会長，髙橋・田部各理事出席
　　22日（土） 日本歯科大学創立110周年全国校友

大会記念式典・記念講演・祝賀会
  澁谷副会長出席
　　23日（日） 東北地域支部連合会支部長会
  冨山副会長，田島理事出席
　　25日（火） 事業推進部学術委員会　企画会議
　　27日（木） TDC アカデミア2016　卒後研修　
 歯科臨床を語る会
　　30日（日） 中国地域支部連合会支部長会
  矢﨑会長，野間理事出席
　　30日（日） 第48回歯学体成績報告会・東歯祭

フェスティバル2016後夜祭
 中島理事出席
　　31日（月） 東京地域支部連合会支部長会
  矢﨑会長，山口理事出席
11月 1 日（火） 事業推進部学術委員会　2017年プロ

グラム委員会（卒後研修打合せ）
　　 2 日（水） 総務・厚生部女性会員活動推進委員会
　　 3 日（木・祝）　第4回新進会員のつどい

　　 6 日（日） 東京都女性歯科医師の会　平成28年
度　秋の学術講演会・懇親会

  矢﨑会長出席
　　 9 日（水） TDC アカデミア2016　卒後研修　
 TDC 研修倶楽部
　　11日（金） 広報部広報委員会
　　11日（金） 東京地域支部連合会中央ブロック協

議会 矢﨑会長出席
　　12日（土） 徳島大学歯学部創立40周年および同

窓会創立25周年記念式典・祝賀会
  矢﨑会長出席
　　12日（土） 秋田県支部総会 中島理事出席
 学術講演会　講師・福田謙一教授
 （母校）
　　13日（日） 埼玉県支部総会 澁谷副会長出席
　　14日（月） 会務運営協議会
　　16日（水） TDC アカデミア2016　卒後研修　
 DSM
　　17日（木） 東京地域支部連合会保険講習会
  矢﨑会長出席
　　19日（土） 第6回理事会
　　20日（日） 平成28年度都道府県代表者会，平成

28年度評議員会
　　21日（月） 渉外部渉外委員会
　　23日（水・祝）　近畿地域支部連合会総会・支部

長会 
 矢﨑会長，福本・稲野各理事出席

　　24日（木） TDC アカデミア2016　卒後研修　
 歯科臨床を語る会
　　25日（金） 事業推進部社会保障制度研究委員会
　　26日（土） 東京地域支部連合会城西ブロック総

会 矢﨑会長出席
　　27日（日） TDC アカデミア2016  医療教養
 口腔保健オープン・フォーラム
　　27日（日） 静岡県支部総会 財部副会長出席
　　28日（月） 会務運営協議会
12月 2 日（金） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
　　 3 日（土） 川崎支部総会（役員出張なし）
　　 3 日（土） 東京地域支部連合会総会
  財部副会長，山口理事出席
　　 3 日（土） 愛媛県支部総会 髙橋理事出席
 学術講演会　講師・古澤成博教授
 （母校）
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　　 3 日（土） 熊本県支部総会 矢﨑会長出席
 学術講演会　講師・奥田克爾名誉教授

（母校）
　　 4 日（日） 茨城県支部総会 財部副会長出席
 学術講演会　講師・茂木悦子客員教授

（母校）
　　 4 日（日） 栃木県支部総会 澁谷副会長出席
　　 4 日（日） 千葉県支部総会 臼井専務理事出席
　　 4 日（日） 神奈川県支部連合同窓会評議員会
  冨山副会長出席
　　 4 日（日） 愛知県支部総会 早速副会長出席
　　 7 日（水） 第5回常任理事会
　　 8 日（木） 二校会主催若手支援セミナー打合せ会
　　10日（土） 横須賀鎌倉支部総会
  財部副会長出席
　　10日（土） 山梨県支部総会 佐々木理事出席
 学術講演会　講師・古澤成博教授
 （母校）
　　10日（土） 事業推進部学術委員会　全体委員会
　　13日（火） 事業推進部学術委員会　2017年プロ

グラム委員会（卒後研修打合せ）
　　14日（水） 総務・厚生部総務厚生委員会
　　14日（水） TDC アカデミア2016　卒後研修　
 TDC 研修倶楽部
　　15日（木） 広報部広報委員会
　　15日（木） 事業推進部社会保障制度研究委員会
　　16日（金） 事業推進部学術委員会　2017年プロ

グラム委員会（エンドセミナー打合
せ）

　　19日（月） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
　　20日（火） 大学支部総会 矢﨑会長出席
　　20日（火） 事業推進部学術委員会　企画会議
　　21日（水） TDC アカデミア2016　卒後研修　
 DSM
　　22日（木） TDC アカデミア2016　卒後研修　
 歯科臨床を語る会
平成29年
 1 月10日（火） 千代田支部新年会 矢﨑会長出席
　　11日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 TDC 研修倶楽部
　　12日（木） 広報部広報委員会
　　13日（金） 会務運営協議会
　　14日（土） 東京地域支部連合会新年交歓会
  矢﨑会長，他役員出席
　　16日（月） 会務運営協議会

　　17日（火） 渉外部渉外委員会
　　17日（火） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（ベーシックセミナー打合せ）
　　18日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 DSM
　　19日（木） 総務・厚生部総務厚生委員会
　　20日（金） 芝支部総会 矢﨑会長出席
　　21日（土） 渉外部渉外委員会（小委員会）
　　22日（日） 東京医科歯科大学歯科同窓会新年名

刺交換会
  矢﨑会長，臼井専務理事出席
　　23日（月） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
　　23日（月） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（エンドセミナー打合せ）
　　25日（水） 第1回常任理事会
　　26日（木） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 歯科臨床を語る会
　　27日（金） 浅草・下谷支部合同新年会
 矢﨑会長出席
　　28日（土） 富山県支部学術講演会　講師・髙野

伸夫教授（母校）
　　30日（月） 総務・厚生部女性会員活動推進委員会
　　31日（火） 事業推進部学術委員会　企画会議
 2 月 5 日（日） 日本大学松戸歯学部同窓会創立40周

年式典・記念講演・祝賀会
  矢﨑会長出席
　　 7 日（火） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（ベーシックセミナー打合せ）
　　 8 日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 TDC 研修倶楽部
　　10日（金） 広報部広報委員会
　　11日（土・祝） 岡山県支部総会学術講演会　講

師・佐藤一道准教授（母校）
　　11日（土・祝）　埼玉県支部新年会
  財部副会長出席
　　14日（火） 渉外部渉外委員会
　　15日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修
 DSM
　　17日（金） 事業推進部社会保障制度研究委員会
　　18日（土） 北多摩支部総会，90周年記念式典・

祝賀会 矢﨑会長出席
　　20日（月） 会務運営協議会
　　22日（水） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（エンドセミナー打合せ）
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　　23日（木） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 歯科臨床を語る会
　　25日（土） 第1回理事会
　　26日（日） 三重県支部総会 矢﨑会長出席
　　27日（月） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（ぺリオセミナー打合せ）
　　28日（火） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（ベーシックセミナー打合せ）
 3 月 4 日（土） 青森県支部総会 早速副会長出席
　　 5 日（日） 関東地域支部連合会支部長会
  財部副会長，大野理事出席
　　 5 日（日） 滋賀県支部学術講演会　講師・橋本

正次教授（母校）
　　 6 日（月） 事業推進部学術委員会　企画会議
　　 8 日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 TDC 研修倶楽部
　　 9 日（木） 東歯関係日歯役員・代議員と同窓会

役員との懇談会
　　10日（金） 歯科衛生士専門学校卒業証書授与式
  矢﨑会長出席
　　13日（月） 広報部広報委員会
　　13日（月） 総務・厚生部女性会員活動推進委員会
　　14日（火） 新入会員オリエンテーション
　　14日（火） 二校会主催若手支援セミナー打合せ会
　　15日（水） 東京歯科大学第122回卒業証書授与

式 矢﨑会長出席
　　15日（水） 東京歯科大学大学院修了式・懇親会
  矢﨑会長出席
　　15日（水） 第122期卒業生主催謝恩会
  矢﨑会長出席
　　15日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 DSM
　　16日（木） 市川総合病院臨床研修歯科医修了者

へのオリエンテーション
　　16日（木） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（エンドセミナー打合せ）
　　17日（金） 水道橋病院臨床研修歯科医修了者へ

のオリエンテーション
　　21日（火） 千葉病院臨床研修歯科医修了者への

オリエンテーション
　　22日（水） 会務運営協議会
　　23日（木） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 歯科臨床を語る会
　　24日（金） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（MTM セミナー打合せ）

　　26日（日） 東京歯科大学短期大学開学記念式
典・記念祝賀会 矢﨑会長出席

　　26日（日） 日本大学歯学部同窓会第4回桜会
  髙野理事出席
　　28日（火） 総務・厚生部総務厚生委員会
　　28日（火） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（ベーシックセミナー最終予演会）
　　29日（水） 第2回常任理事会
 4 月 1 日（土） 山形県支部総会 財部副会長出席
 学術講演会　講師・松坂賢一教授
 （母校）
　　 3 日（月） 東京歯科大学大学院入学式
  矢﨑会長出席
　　 3 日（月） 大学院入学者へのオリエンテーション
　　 3 日（月） 渉外部渉外委員会
　　 3 日（月） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（エンドセミナー打合せ）
　　 4 日（火） 東京歯科大学短期大学歯科衛生学科

入学式 矢﨑会長出席
　　 5 日（水） 東京歯科大学入学式 矢﨑会長出席
　　 5 日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
　　 6 日（木） 事業推進部学術委員会　企画会議
　　 7 日（金） 井出吉信学長，石井拓男短大学長と

の座談会
　　10日（月） 会務運営協議会
　　11日（火） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（ベーシックセミナーチューター
ミーティング）

　　12日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 TDC 研修倶楽部
　　14日（金） 広報部広報委員会
　　14日（金） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
　　15日（土） 第2回理事会
　　17日（月） 事業推進部社会保障制度研究委員会
　　19日（水） 第110回歯科医師国家試験反省会並

びに担当者慰労会
 矢﨑会長，澁谷・早速・財部・

冨山各副会長，臼井専務理事出席
　　19日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　

DSM
　　21日（金） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（エンドセミナー最終予演会）
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　　23日（日） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 ベーシックセミナー
　　24日（月） 東京地域支部連合会支部長会
  矢﨑会長，山口理事出席
　　24日（月） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（スポーツ歯科セミナー打合せ）
　　25日（火） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（MTM セミナー打合せ）
　　27日（木） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 歯科臨床を語る会
　　27日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
 5 月 1 日（月） 渉外部渉外委員会
　　 8 日（月） 事業推進部学術委員会　企画会議
　　 8 日（月） 総務・厚生部女性会員活動推進委員会
　　 9 日（火） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
　　10日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修
 TDC 研修倶楽部
　　11日（木） 総務・厚生部総務厚生委員会
　　12日（金） 広報部広報委員会
　　13日（土） 宮城県支部総会 冨山副会長出席
 学術講演会　講師・野村武史教授
 （母校）
　　15日（月） 会務運営協議会
　　17日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修
 DSM
　　19日（金） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（MTM セミナー打合せ）
　　20日（土） 福岡県支部学術講演会　講師・一戸

達也教授（母校）
　　20日（土）・21日（日）　TDC アカデミア2017　
 臨床セミナー　エンドセミナー
　　21日（日） 神奈川歯科大学創立100周年記念式

典・祝賀会 矢﨑会長出席
　　23日（火） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（MTM セミナー打合せ）
　　24日（水） 第3回常任理事会
　　25日（木） 監査会
　　25日（木） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 歯科臨床を語る会
　　26日（金） 渋谷支部総会 矢﨑会長出席
　　27日（土） 北陸地域支部連合会総会・支部長会
  矢﨑会長，臼井専務理事，
  野田理事出席

 学術講演会　講師・奥田克爾名誉教授
（母校）

　　27日（土） 四国地域支部連合会総会・支部長会 
 早速副会長，中島・沖各理事出席

 学術講演会　講師・櫻井　薫教授
 （母校）
　　27日（土） 九州地域支部連合会支部長会
  澁谷副会長，田部理事出席
　　29日（月） 事業推進部社会保障制度研究委員会
　　31日（水） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（ぺリオセミナー打合せ）
 6 月 1 日（木） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（補綴セミナー・スポーツ歯科セミ
ナー最終予演会）

　　 1 日（木） 同窓会事業改革検討会
　　 5 日（月） 総務・厚生部総務厚生委員会
　　 5 日（月） 事業推進部学術委員会　企画会議
　　 6 日（火） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会　平成29年度グループミーティング
　　 9 日（金） 広報部広報委員会
　　10日（土） 東北地域支部連合会総会・支部長会
  矢﨑会長，臼井専務理事，
  田島理事出席
 学術講演会　講師・古澤成博教授
 （母校）
　　11日（日） TDC アカデミア2017　臨床セミナー
 Part1  補綴セミナー，Part2  スポー

ツ歯科セミナー
　　12日（月） 会務運営協議会
　　12日（月） 同窓会事業改革検討会
　　13日（火） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（MTMセミナー打合せ）
　　14日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 TDC 研修倶楽部
　　15日（木） 東歯関係日歯役員・代議員と同窓会

役員との懇談会
　　16日（金） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（ペリオセミナー最終予演会）
　　17日（土） 第3回理事会
　　20日（火） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（MTMセミナー打合せ）
　　21日（水） 会報検討会
　　21日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 DSM
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　　22日（木） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 歯科臨床を語る会
　　24日（土） 近畿地域支部連合会支部長会 
  臼井専務理事，稲野理事出席
　　24日（土） 福島県支部総会 澁谷副会長出席
 学術講演会　講師・矢島安朝教授
 （母校）
　　28日（水） 全国歯科大学同窓会・校友会学術担

当者連絡会についての打合せ
　　29日（木） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
　　30日（金） 事業推進部学術委員会　企画会議
 7 月 1 日（土） 中国地域支部連合会総会・支部長会
  矢﨑会長，早速副会長，
  野間理事出席
 学術講演会　講師・橋本正次教授
 （母校）
　　 1 日（土） 群馬県支部総会 髙橋理事出席
 学術講演会　講師・古澤成博教授
 （母校）
　　 8 日（土） 新潟県支部総会 冨山副会長出席
　　 9 日（日） TDC アカデミア2017　臨床セミナー　

ぺリオセミナー
　　 9 日（日） 愛知県支部学術講演会　講師・阿部

伸一教授（母校）
　　10日（月） 会長，専務理事，会計担当常任理事

と副会長，担当常任理事との意見交
換 （ヒヤリング）【広報部】

　　11日（火） 会長，専務理事，会計担当常任理事
と副会長，担当常任理事との意見交
換 （ヒヤリング）【渉外部，事業推
進部】

　　12日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 TDC 研修倶楽部
　　13日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
　　14日（金） 会長，専務理事，会計担当常任理事

と副会長，担当常任理事との意見交
換 （ヒヤリング）【総務・厚生部】

　　18日（火） 会務運営協議会
　　18日（火） 事業推進部学術委員会　2018年プロ

グラム委員会（ベーシックハンズオ
ンセミナー打合せ）

　　19日（水） 広報部広報委員会
　　19日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 DSM

　　22日（土） 九州大学歯学部同窓会創立50周年記
念式典・祝賀会 矢﨑会長出席

　　22日（土） 小樽支部総会，小樽同窓会発足120
周年記念総会 財部副会長出席

　　24日（月） 事業推進部社会保障制度研究委員会
　　25日（火） 事業推進部学術委員会　運営委員会

（MTM セミナーワークショップ）
　　25日（火） 事業推進部学術委員会  MTM セミ

ナーワークショップ
　　26日（水） 第4回常任理事会
　　27日（木） TDC アカデミア2017　卒後研修　

歯科臨床を語る会
　　30日（日） 学年代表者会
 8 月 2 日（水） 渉外部渉外委員会
　　 2 日（水） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
　　 3 日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会（全

体会）
　　 6 日（日） 事業推進部学術委員会  全体委員会
　　 7 日（月） 広報部広報委員会
　　 8 日（火） 全国歯科大学同窓会・校友会学術担

当者連絡会についての打合せ
　　 9 日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 TDC 研修倶楽部
　　16日（水） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 DSM
　　17日（木） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
　　19日（土） 北海道地域支部連合会総会・支部長会
  矢﨑会長，臼井専務理事，
  戸田理事出席
　　19日（土） 宮崎県支部学術講演会　講師・杉原

直樹教授（母校）
　　24日（木） TDC アカデミア2017　卒後研修　
 歯科臨床を語る会
　　26日（土） 北海道地域支部連合会学術講演会　

講師・上條英之教授（母校）
　　26日（土）・27日（日）　第33回全国歯科大学同窓

会・校友会学術担当者連絡会
  宮地顧問出席
　　28日（月） 東京地域支部連合会　靖心会
  矢﨑会長出席
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平成２８年９月１日より平成２９年８月３１日までに逝去された会員は次のとおりです。
（敬称略）

山 梨 県 三 木 純 子 宮 城 県 八 幡 昌 介 広 島 県 平 戸 正 文 愛 媛 県 高 市 正 浩

栃 木 県 佐 川 巌 愛 知 県 横 田 秋三朗 千 葉 県 山 本 裕 祥 新 潟 県 五十嵐 重 之

（本 郷） 千 葉 緑 （愛知県） 越 知 博 群 馬 県 高 松 知 三 世 田 谷 横 田 由 三

（大 森） 東 昇 平 島 根 県 四 方 正 光 （千代田） 小 谷 元 治 （千葉県） 竹 内 孟

愛 知 県 鈴 木 恭 平 日 本 橋 柴 田 一 美 愛 知 県 横 田 昭 三 （茨城県） 中 山 悦 治

（大阪府） 高 橋 潔 栃 木 県 村 上 晃 四谷牛込 柳 澤 旭 福 島 県 熊 田 雄 之

鹿児島県 秋 田 利 雄 広 島 県 平 戸 亮 司 富 山 県 石 崎 護 横浜中央 山 本 秀次郎

世 田 谷 橋 本 元 長 崎 県 渡 邊 修 志 三 重 県 中 西 亨 之 福 井 県 嶋 田 啓三郎

大 阪 府 上 脇 英 雄 長 崎 県 宮 内 孝 雄 愛 知 県 岡 田 修 二 杉 並 大 竹 肇

渋 谷 賀 久 麻 織 千 葉 県 山 川 真知子 新 潟 県 内 山 登美枝 横浜中央 皆 川 清 利

丸 の 内 山 崎 文 男 大 森 酒 井 潔 岡 山 県 近 常 良 孝 栃 木 県 武 田 清

岡 山 県 市 場 保 宮 城 県 下 田 一 郎 玉 川 鈴 木 捷 弘 名誉会員 片 桐 重 雄

小 樽 安 藤 猛 愛 知 県 高 田 敦 孟 （玉 川） 坪 田 實 北 多 摩 西 元 繁 歳

北 多 摩 長 島 孝 夫 （下 谷） 大 石 弘 子 香 川 県 中 山 孝 幸 札 幌 田 山 俊 二

三 重 県 金 子 淳 愛 知 県 磯 部 喜 彦 横浜西部 島 田 英 明 群 馬 県 田 沼 百合子

神奈川相北 石 田 新 也 岡 山 県 岸 田 昭 神奈川相北 嶋 田 貢 （川 崎） 光 澤 龍 雄

三 重 県 寺 本 康 郎 広 島 県 野 村 浩 川 崎 間 中 章 介 埼 玉 県 勝 股 恒 美

神奈川湘南 鈴 木 靖 彦 横浜南部 木 村 剛 横浜北部 米 山 周 一 練 馬 佐牟田 和 康

日 本 橋 高 山 良 光 岡 山 県 宮 脇 清 群 馬 県 片 野 光一郎 兵 庫 県 添 田 壽一郎

練 馬 杉 浦 勲 愛 知 県 櫻 井 真 幸 城 東 古 川 正 宮 城 県 横 田 由喜也

三 重 県 加 藤 敬 介 埼 玉 県 髙 橋 四 郎 広 島 県 髙 梨 玲 子 青 森 県 安 田 良 造

静 岡 県 稲 垣 一 臣 岡 山 県 三 宅 康 夫 静 岡 県 笹 本 馥 嵩 群 馬 県 森 下 正 教

静 岡 県 若 尾 紀 雄 （千葉県） 鈴 木 隆 愛 知 県 日 比 浩 樹 新 潟 県 田 村 博 親

群 馬 県 宮 下 眞 治 岡 山 県 小 川 克 昌 荏 原 古 澤 節 夫 青 森 県 櫻 田 守 利

千 葉 県 小 舩 邦 夫 山 口 県 福 間 公 介 栃 木 県 小 川 隆 石 川 県 斉 川 勇

（北多摩） 阿 部 春 美 （住所不明） 田 熊 恒 寿 芝 石 井 俊 男 埼 玉 県 大和田 一 彦

千 葉 県 中 山 靜 夫 京 都 府 熊 本 順 彦 神奈川西湘 寺 尾 一 栄 （千葉県） 折 戸 聡

静 岡 県 大 石 康 雄 千 代 田 三 輪 久 夫 徳 島 県 米 津 武 郎 （島根県） 神 庭 恒 久

名誉会員 中久喜 喬 横浜北部 土 橋 康 男 愛 知 県 竹 内 良 伯 栃 木 県 湯 澤 哲 郎

（深 川） 齋 藤 文 明 世 田 谷 矢 内 謙 次 墨 田 樋 浦 秀一郎 三 重 県 神 山 敏 男

茨 城 県 渡 邉 博 太 新 潟 県 佐 藤 徹 品 川 松 澤 稔 千 葉 県 荒 木 覚

※必ずしも支部所属とは限りません。 （届出順 以上 １２４名）
※この間に逝去が確認された方を含みます。

― １３ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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総務・厚生部報告
（自 平成２８年９月１日 至 平成２９年８月３１日）

１．共済規程第６条第１項一号に基づき弔慰共済金を支給した逝去会員は次のとおりです。

（敬称略）

山 梨 県 三 木 純 子 宮 城 県 八 幡 昌 介 広 島 県 平 戸 正 文 愛 媛 県 高 市 正 浩

栃 木 県 佐 川 巌 愛 知 県 横 田 秋三朗 千 葉 県 山 本 裕 祥 新 潟 県 五十嵐 重 之

（本 郷） 千 葉 緑 群 馬 県 高 松 知 三 世 田 谷 横 田 由 三 島 根 県 四 方 正 光

（千代田） 小 谷 元 治 愛 知 県 鈴 木 恭 平 日 本 橋 柴 田 一 美 愛 知 県 横 田 昭 三

（茨城県） 中 山 悦 治 栃 木 県 村 上 晃 四谷牛込 柳 澤 旭 福 島 県 熊 田 雄 之

鹿児島県 秋 田 利 雄 広 島 県 平 戸 亮 司 富 山 県 石 崎 護 横浜中央 山 本 秀次郎

世 田 谷 橋 本 元 長 崎 県 渡 邊 修 志 三 重 県 中 西 亨 之 福 井 県 嶋 田 啓三郎

大 阪 府 上 脇 英 雄 長 崎 県 宮 内 孝 雄 愛 知 県 岡 田 修 二 杉 並 大 竹 肇

渋 谷 賀 久 麻 織 千 葉 県 山 川 真知子 新 潟 県 内 山 登美枝 横浜中央 皆 川 清 利

大 森 酒 井 潔 岡 山 県 近 常 良 孝 栃 木 県 武 田 清 岡 山 県 市 場 保

宮 城 県 下 田 一 郎 名誉会員 片 桐 重 雄 小 樽 安 藤 猛 愛 知 県 高 田 敦 孟

北 多 摩 西 元 繁 歳 北 多 摩 長 島 孝 夫 （下 谷） 大 石 弘 子 香 川 県 中 山 孝 幸

札 幌 田 山 俊 二 三 重 県 金 子 淳 愛 知 県 磯 部 喜 彦 横浜西部 島 田 英 明

群 馬 県 田 沼 百合子 神奈川相北 石 田 新 也 岡 山 県 岸 田 昭 神奈川相北 嶋 田 貢

（川 崎） 光 澤 龍 雄 三 重 県 寺 本 康 郎 広 島 県 野 村 浩 川 崎 間 中 章 介

埼 玉 県 勝 股 恒 美 神奈川湘南 鈴 木 靖 彦 横浜南部 木 村 剛 横浜北部 米 山 周 一

練 馬 佐牟田 和 康 日 本 橋 高 山 良 光 岡 山 県 宮 脇 清 群 馬 県 片 野 光一郎

兵 庫 県 添 田 壽一郎 練 馬 杉 浦 勲 愛 知 県 櫻 井 真 幸 城 東 古 川 正

宮 城 県 横 田 由喜也 三 重 県 加 藤 敬 介 埼 玉 県 髙 橋 四 郎 広 島 県 髙 梨 玲 子

青 森 県 安 田 良 造 静 岡 県 稲 垣 一 臣 岡 山 県 三 宅 康 夫 静 岡 県 笹 本 馥 嵩

群 馬 県 森 下 正 教 静 岡 県 若 尾 紀 雄 （千葉県） 鈴 木 隆 愛 知 県 日 比 浩 樹

新 潟 県 田 村 博 親 群 馬 県 宮 下 眞 治 岡 山 県 小 川 克 昌 荏 原 古 澤 節 夫

青 森 県 櫻 田 守 利 千 葉 県 小 舩 邦 夫 山 口 県 福 間 公 介 栃 木 県 小 川 隆

石 川 県 斉 川 勇 （北多摩） 阿 部 春 美 （住所不明） 田 熊 恒 寿 芝 石 井 俊 男

埼 玉 県 大和田 一 彦 千 葉 県 中 山 靜 夫 京 都 府 熊 本 順 彦 神奈川西湘 寺 尾 一 栄

静 岡 県 大 石 康 雄 千 代 田 三 輪 久 夫 徳 島 県 米 津 武 郎 名誉会員 中久喜 喬

横浜北部 土 橋 康 男 愛 知 県 竹 内 良 伯 栃 木 県 湯 澤 哲 郎 （深 川） 齋 藤 文 明

世 田 谷 矢 内 謙 次 墨 田 樋 浦 秀一郎 三 重 県 神 山 敏 男 茨 城 県 渡 邉 博 太

新 潟 県 佐 藤 徹 品 川 松 澤 稔 千 葉 県 荒 木 覚

※必ずしも支部所属とは限りません。 （届出順 以上 １１５名）

― １４ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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２．風水害地震等罹災に対し，共済規程第６条に基づき罹災共済金（見舞金）を支給した会員は次のと
おりです。

共済規程第６条第１項二号

新潟県支部 永野 正司 氏（昭和６３年卒） 平成２８年１２月２２日発生
新潟県糸魚川市大規模火災

新潟県支部 永野 雅美 氏（昭和６３年卒） 平成２８年１２月２２日発生
新潟県糸魚川市大規模火災

（新進会員） 阿部駿一郎 氏（平成２８年卒） 平成２８年１２月２２日発生
新潟県糸魚川市大規模火災

以上３名

共済規程第６条第１項三号

岩手県支部 吉田 允 氏（昭和３７年卒） 平成２８年８月３０日発生 台風１０号

岩手県支部 吉田 阿子 氏（昭和３７年卒） 平成２８年８月３０日発生 台風１０号

鳥取県支部 熊野 光紀 氏（昭和３８年卒） 平成２８年１０月２１日発生 鳥取県中部地震

鳥取県支部 川西信太郎 氏（昭和３９年卒） 平成２８年１０月２１日発生 鳥取県中部地震

鳥取県支部 倉繁 雅弘 氏（昭和６０年卒） 平成２８年１０月２１日発生 鳥取県中部地震

鳥取県支部 近 豊浩 氏（平成３年卒） 平成２８年１０月２１日発生 鳥取県中部地震

以上６名

― １５ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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第２号議案 東京歯科大学同窓会会則の
第２条および第１０条の一部改正

―１７ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017

本会会則第２３条第２項並びに同施行細則第１０条に基づき次の会員を本会名誉
会員に推薦する。

施行細則第１０条第１項一号
たか の のぶ お

東京歯科大学名誉教授 髙 野 伸 夫 氏 昭和５１年卒
東京歯科大学 口腔がんセンター

（平成２９年３月３１日退職）
平成２９年４月１日 東京歯科大学名誉教授

施行細則第１０条第１項二号
あつ た しゅん の すけ

深 川 支 部 熱 田 俊之助 氏 昭和２４年卒

第１号議案 名 誉 会 員 の 推 薦

―１６ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017

第３号議案 東京歯科大学同窓会共済規程の廃止および
東京歯科大学同窓会慶弔基金規程の制定

―１８ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017

第４号議案 第３号議案の可決に伴う
東京歯科大学同窓会会則の一部改正

―１９ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

会 費 ９２，０００，０００ ８６，９０８，０００ ５，０９２，０００ ９４．５ 平成２８年度分 ４，２１３人 ７６，８６２，０００円
平成２７年度分 ３１６人 ５，２５６，０００円
平成２６年度以前分 ２８０人 ４，７９０，０００円
合計 ４，８０９人 ８６，９０８，０００円

平成２８年度 １８，０００円×４，０２４人
大学支部所属の推薦会員 １０，０００円× ２６人
新進会員 １０，０００円× ３６人
新入会員 ３０，０００円× １２７人
平成２７年度 １８，０００円× ２６２人
大学支部所属の推薦会員 １０，０００円× １人
新進会員 １０，０００円× ５３人

平成１年度 １４，０００円× ２人
平成２年度 １４，０００円× ３人
平成３年度 １４，０００円× ３人
平成４年度 １４，０００円× ２人
平成５年度 １４，０００円× ３人
平成６年度 １４，０００円× ２人
平成７年度 １４，０００円× ２人
平成８年度 １４，０００円× ２人
平成９年度 １４，０００円× ３人
平成１０年度 １４，０００円× ２人
平成１１年度 ２０，０００円× ２人
平成１２年度 ２０，０００円× ４人
平成１３年度 ２０，０００円× ５人
平成１４年度 １８，０００円× ５人
平成１５年度 １８，０００円× ３人
平成１６年度 １８，０００円× ４人
平成１７年度 １８，０００円× ７人
平成１８年度 １８，０００円× １１人
平成１９年度 １８，０００円× ８人
平成２０年度 １８，０００円× １３人
平成２１年度 １８，０００円× １７人
平成２２年度 １８，０００円× ２３人
平成２３年度 １８，０００円× ２３人
平成２４年度 １８，０００円× ３２人
平成２５年度 １８，０００円× ３３人

１０，０００円× ８人
平成２６年度 １８，０００円× ４４人

１０，０００円× １４人
合計 ２８０人

入会金 １０，０００ ２０，０００ △ １０，０００ ２００．０ 新卒者 ０円× １２７人
推薦会員 ５，０００円× ４人
大学院修了者 ５，０００円× ０人

雑収入 １，１３０，０００ ２，０２５，７１４ △ ８９５，７１４ １７９．３

繰入金収入 ８００，０００ ８００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー積立金より繰入

収入計 ９３，９４０，０００ ８９，７５３，７１４ ４，１８６，２８６ ９５．５

前年度繰越金 ８，０００，０００ １４，２１１，９６３ △ ６，２１１，９６３ １７７．６ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １２，５５９，７６６円
三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，５９３，４８１円
ゆうちょ銀行 通常貯金 ５８，７１６円

合 計 １０１，９４０，０００ １０３，９６５，６７７ △ ２，０２５，６７７ １０２．０

第５号議案 平成２８年度 経常部収支決算
自 平成２８年１月１日
至 平成２８年１２月３１日

― ２０ ―
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支出の部
科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要

円 円 円 ％
事務費 ３６，０３０，０００ ３５，６８１，５８７ ３４８，４１３ ９９．０

給与費 ２１，８２０，０００ ２１，９５１，９３９ △ １３１，９３９ １００．６
福利厚生費 １，０２０，０００ １，０３８，４６８ △ １８，４６８ １０１．８
地代家賃 ４，２５０，０００ ４，２４８，０００ ２，０００ １００．０
通信費 １，５３０，０００ １，０８６，１０２ ４４３，８９８ ７１．０
印刷費 ８９０，０００ ６４３，６３５ ２４６，３６５ ７２．３
備品購入費 ２００，０００ ０ ２００，０００ ０．０
消耗品費 ３３０，０００ ５８５，９８３ △ ２５５，９８３ １７７．６
集金手数料 ３，５５０，０００ ３，６２５，７００ △ ７５，７００ １０２．１
保守管理委託費 ５９０，０００ ５７７，０５６ １２，９４４ ９７．８
会員情報管理システム改修費 １，７００，０００ １，６７４，７５０ ２５，２５０ ９８．５
雑費 １５０，０００ ２４９，９５４ △ ９９，９５４ １６６．６

事業費 ５１，８１０，０００ ４４，６０８，２４４ ７，２０１，７５６ ８６．１

旅費交通費 １９，３５０，０００ １８，５５３，９８４ ７９６，０１６ ９５．９
総務・厚生関係費 ４，１６５，０００ ３，９３０，６２７ ２３４，３７３ ９４．４
渉外関係費 １，０６０，０００ ７６６，７５６ ２９３，２４４ ７２．３
広報関係費 １２，３６５，０００ １０，１４７，１９３ ２，２１７，８０７ ８２．１
事業推進関係費 ２，０２０，０００ １，４７７，１５０ ５４２，８５０ ７３．１
会合費 ５００，０００ ３６２，６００ １３７，４００ ７２．５
連合会・支部関係費 ４，１８０，０００ ３，８５０，０００ ３３０，０００ ９２．１
交際費 ４，４４０，０００ ２，１５８，９１２ ２，２８１，０８８ ４８．６
慶弔費 ２，１９０，０００ １，９１１，６００ ２７８，４００ ８７．３
雑費 １，５４０，０００ １，４４９，４２２ ９０，５７８ ９４．１

会議費 ２，２３０，０００ １，２５４，３０６ ９７５，６９４ ５６．２

役員会費 １０，０００ ０ １０，０００ ０．０
評議員会費・
都道府県代表者会費 １，９００，０００ ９８１，８４０ ９１８，１６０ ５１．７ 平成２８年１１月２０日開催

学年代表者会費 ３０，０００ １３，９５４ １６，０４６ ４６．５ 平成２８年７月２４日開催
雑費 ２９０，０００ ２５８，５１２ ３１，４８８ ８９．１

特別会計繰入金 ２，１１０，０００ ２，１２０，０００ △ １０，０００ １００．５

高山・血脇記念
同窓会基金 １１０，０００ １２０，０００ △ １０，０００ １０９．１

名簿積立金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０

予備費 ９，７６０，０００ ０ ９，７６０，０００ ０．０

支出計 １０１，９４０，０００ ８３，６６４，１３７ １８，２７５，８６３ ８２．１

次年度繰越金 ０ ２０，３０１，５４０ △ ２０，３０１，５４０ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １９，６４２，４３７円
三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ６００，３８１円
ゆうちょ銀行 通常貯金 ５８，７２２円

合 計 １０１，９４０，０００ １０３，９６５，６７７ △ ２，０２５，６７７ １０２．０

― ２１ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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第６号議案 平成２８年度 高山・血脇記念同窓会基金収支決算
自 平成２８年１月１日
至 平成２８年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １１０，０００ １２０，０００ △ １０，０００ １０９．１ 入会金
経常部より繰入

雑収入 １０，０００ ５，２６９ ４，７３１ ５２．７ 預金利息

収入計 １２０，０００ １２５，２６９ △ ５，２６９ １０４．４

前年度繰越金 ２５，７５０，０００ ２５，７５５，４９６ △ ５，４９６ １００．０ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，４５１，６０９円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 １５３，８８７円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，１５０，０００円

合 計 ２５，８７０，０００ ２５，８８０，７６５ △ １０，７６５ １００．０

支出の部
科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要

円 円 円 ％
繰入金支出 ０ ０ ０

支出計 ０ ０ ０

次年度繰越金 ２５，８７０，０００ ２５，８８０，７６５ △ １０，７６５ １００．０ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，５７４，２８４円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 １５６，４８１円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，１５０，０００円

合 計 ２５，８７０，０００ ２５，８８０，７６５ △ １０，７６５ １００．０

― ２２ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済負担金 １７，０３０，０００ １６，４２６，０００ ６０４，０００ ９６．５ 平成２８年度分 ４，５５８人 １４，４３６，０００円
平成２７年度分 ３４０人 １，０２０，０００円
平成２６年度以前分 ２９４人 ９７０，０００円
合計 ５，１９２人 １６，４２６，０００円

平成２８年度分 ３，０００円×４，４３１人
新入会員 ９，０００円× １２７人
平成２７年度分 ３，０００円× ３４０人

平成１～２０年度 ４，０００円× ８８人
平成２１～２６年度 ３，０００円× ２０６人
合計 ２９４人

雑収入 １００，０００ １８，００５ ８１，９９５ １８．０ 預金利息

収入計 １７，１３０，０００ １６，４４４，００５ ６８５，９９５ ９６．０

前年度繰越金 ８０，０００，０００ ９４，９５８，００１ △１４，９５８，００１ １１８．７ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １６，２６８，０８７円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ７５，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 ２３９，９１４円
みずほ信託銀行 定期預金 ３，４５０，０００円

合 計 ９７，１３０，０００ １１１，４０２，００６ △１４，２７２，００６ １１４．７

支出の部
科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要

円 円 円 ％
共済金 １４，２００，０００ １２，６９０，０００ １，５１０，０００ ８９．４ 弔慰共済金 ６，９５０，０００円

（＠１００，０００×３１件）
（＠５０，０００×７７件）

罹災共済金 １，４４０，０００円
（＠１００，０００×８件）
（＠７０，０００×６件）
（＠５０，０００×２件）
（＠３０，０００×４件）

８０歳祝金 ４，１００，０００円
（＠５０，０００×８２件）

１００歳祝金 ２００，０００円
（＠５０，０００×４件）

事務費 ２００，０００ １３７，６８２ ６２，３１８ ６８．８ 弔慰金，祝金送料 他

予備費 ６，０００，０００ ０ ６，０００，０００ ０．０

給付準備金 ７６，７３０，０００ ３００，０００ ７６，４３０，０００ ０．４ 熊本県支部（平成２８年熊本地震見舞金） ３００，０００円

支出計 ９７，１３０，０００ １３，１２７，６８２ ８４，００２，３１８ １３．５

次年度繰越金 ０ ９８，２７４，３２４ △９８，２７４，３２４ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １９，５８３，６５５円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ７５，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 ２４０，６６９円
みずほ信託銀行 定期預金 ３，４５０，０００円

合 計 ９７，１３０，０００ １１１，４０２，００６ △１４，２７２，００６ １１４．７

平成２８年度 共済基金収支決算
自 平成２８年１月１日
至 平成２８年１２月３１日

― ２３ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より繰入
雑収入 １０，０００ １３２ ９，８６８ １．３ 預金利息

収入計 ２，０１０，０００ ２，０００，１３２ ９，８６８ ９９．５

前年度繰越金 ２，５８７，７４１ １，００１，１０８ １，５８６，６３３ ３８．７ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，００１，１０８円

合 計 ４，５９７，７４１ ３，００１，２４０ １，５９６，５０１ ６５．３

支出の部
科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要

円 円 円 ％

名簿作成費 ０ ０ ０

支出計 ０ ０ ０

次年度繰越金 ４，５９７，７４１ ３，００１，２４０ １，５９６，５０１ ６５．３ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ３，００１，２４０円

合 計 ４，５９７，７４１ ３，００１，２４０ １，５９６，５０１ ６５．３

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ０ ０ ０
雑収入 １０，０００ ８４２ ９，１５８ ８．４ 預金利息

収入計 １０，０００ ８４２ ９，１５８ ８．４

前年度繰越金 ９，１６３，５１６ ９，１６３，５１６ ０ １００．０ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ９，１６３，５１６円

合 計 ９，１７３，５１６ ９，１６４，３５８ ９，１５８ ９９．９

支出の部
科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要

円 円 円 ％

退職金支出 ０ ０ ０

支出計 ０ ０ ０

次年度繰越金 ９，１７３，５１６ ９，１６４，３５８ ９，１５８ ９９．９ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ９，１６４，３５８円

合 計 ９，１７３，５１６ ９，１６４，３５８ ９，１５８ ９９．９

平成２８年度 名簿積立金収支決算
自 平成２８年１月１日
至 平成２８年１２月３１日

平成２８年度 退職積立金収支決算
自 平成２８年１月１日
至 平成２８年１２月３１日

― ２４ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ０ ０ ０
雑収入 １０，０００ ８４２ ９，１５８ ８．４ 預金利息

収入計 １０，０００ ８４２ ９，１５８ ８．４

前年度繰越金 ４，０００，０００ ３，０４８，４７９ ９５１，５２１ ７６．２ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ３，０４８，４７９円

合 計 ４，０１０，０００ ３，０４９，３２１ ９６０，６７９ ７６．０

支出の部
科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要

円 円 円 ％
記念誌等関係費 ４，０００，０００ ２，７５１，５４８ １，２４８，４５２ ６８．８
雑費 １０，０００ ２９７，７７３ △ ２８７，７７３ ２，９７７．７

支出計 ４，０１０，０００ ３，０４９，３２１ ９６０，６７９ ７６．０

次年度繰越金 ０ ０ ０ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ０円

合 計 ４，０１０，０００ ３，０４９，３２１ ９６０，６７９ ７６．０

平成２８年度 同窓会創立１２０周年記念事業積立金収支決算
自 平成２８年１月１日
至 平成２８年１２月３１日

― ２５ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

受講料 ５，３６０，０００ ７，７７４，０００ △ ２，４１４，０００ １４５．０ 臨床セミナー
セミナーNo．１
顎関節症の診かたからマイクロストレッチ
療法まで

６３２，０００円
〔受講割引なし〕

１２，０００×３１人 ３７２，０００円
〔受講割引あり〕

１０，０００×２６人 ２６０，０００円
セミナーNo．２
今こそ見直そう！あなたの根管治療２０１６

３，０２０，０００円
〔受講割引なし〕

１２０，０００×２１人 ２，５２０，０００円
〔受講割引あり〕

１００，０００× ５人 ５００，０００円
セミナーNo．３
明日からの臨床に活かせる歯の移植・再植！

１，１６２，０００円
〔受講割引なし〕

２０，０００×４１人 ８２０，０００円
〔受講割引あり〕

１８，０００×１９人 ３４２，０００円
セミナーNo．４
明日から取り組めるコーヌスクローネ

２，９６０，０００円
〔受講割引なし〕

１００，０００×２８人 ２，８００，０００円
〔受講割引あり〕

８０，０００× ２人 １６０，０００円
合計 ７，７７４，０００円

雑収入 ２０，０００ ５４８ １９，４５２ ２．７ 預金利息

繰入金収入 １，２００，０００ １，２００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー積立金より繰入

収入計 ６，５８０，０００ ８，９７４，５４８ △ ２，３９４，５４８ １３６．４

前年度繰越金 １，０００，０００ ４，４４３，９２３ △ ３，４４３，９２３ ４４４．４ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ４，４４３，９２３円

合 計 ７，５８０，０００ １３，４１８，４７１ △ ５，８３８，４７１ １７７．０

第７号議案 平成２８年度 卒後研修セミナー収支決算
自 平成２８年１月１日
至 平成２８年１２月３１日

― ２６ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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支出の部
科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要

円 円 円 ％
事務費 ４９０，０００ ２４４，０５０ ２４５，９５０ ４９．８

通信運搬費 ４５０，０００ １６９，７５５ ２８０，２４５ ３７．７
消耗品費 ３０，０００ ７３，６５３ △ ４３，６５３ ２４５．５
雑費 １０，０００ ６４２ ９，３５８ ６．４

事業費 ６，１９０，０００ ５，５４０，９８８ ６４９，０１２ ８９．５

講師謝礼費 １，３７０，０００ ９４０，０００ ４３０，０００ ６８．６
講師旅費交通費 ３３０，０００ １５７，９００ １７２，１００ ４７．８
資料作成費 ３１０，０００ ３３０，０００ △ ２０，０００ １０６．５
役務費 ３００，０００ ３６５，０００ △ ６５，０００ １２１．７
実習器材費 １，５００，０００ １，４９８，２６３ １，７３７ ９９．９
設営費 ５５０，０００ ３１１，８６４ ２３８，１３６ ５６．７
印刷広報費 ８００，０００ ７４９，７３６ ５０，２６４ ９３．７
受講証関係費 ５０，０００ ２，１４５ ４７，８５５ ４．３
広告費 ７００，０００ ９５０，４００ △ ２５０，４００ １３５．８
渉外費 ８０，０００ ３５，６８０ ４４，３２０ ４４．６
会場費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０

公租公課 ４００，０００ ０ ４００，０００ ０．０

予備費 ５００，０００ ０ ５００，０００ ０．０

支出計 ７，５８０，０００ ５，７８５，０３８ １，７９４，９６２ ７６．３

次年度繰越金 ０ ７，６３３，４３３ △ ７，６３３，４３３ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ７，６３３，４３３円

合 計 ７，５８０，０００ １３，４１８，４７１ △ ５，８３８，４７１ １７７．０

― ２７ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

雑収入 １０，０００ １５ ９，９８５ ０．２ 預金利息
収入計 １０，０００ １５ ９，９８５ ０．２

前年度繰越金 １４，１５９，０００ １４，１５８，８４５ １５５ １００．０ みずほ信託銀行 普通預金 １５８，８４５円
みずほ信託銀行 定期預金 １４，０００，０００円

合 計 １４，１６９，０００ １４，１５８，８６０ １０，１４０ ９９．９

支出の部
科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要

円 円 円 ％
繰入金支出 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部へ繰入 ８００，０００円

卒後研修セミナーへ繰入 １，２００，０００円
通信費 ０ １，７２８ △ １，７２８ 振込手数料
支出計 ２，０００，０００ ２，００１，７２８ △ １，７２８ １００．１

次年度繰越金 １２，１６９，０００ １２，１５７，１３２ １１，８６８ ９９．９ みずほ信託銀行 普通預金 １５７，１３２円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，０００，０００円

合 計 １４，１６９，０００ １４，１５８，８６０ １０，１４０ ９９．９

平成２８年度 卒後研修セミナー積立金収支決算
自 平成２８年１月１日
至 平成２８年１２月３１日

― ２８ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １，５００，０００ １，５００，０００ ０ １００．０ 経常部より繰入
雑収入 １０，０００ ２，８５１ ７，１４９ ２８．５ 預金利息
収入計 １，５１０，０００ １，５０２，８５１ ７，１４９ ９９．５

前年度繰越金 １４，５５４，８８９ １６，５５４，８８９ △ ２，０００，０００ １１３．７ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ４，５５４，８８９円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円

合 計 １６，０６４，８８９ １８，０５７，７４０ △ １，９９２，８５１ １１２．４

支出の部
科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要

円 円 円 ％
支部加入促進費 １，０００，０００ ０ １，０００，０００ ０．０
支部活動費 ０ １００，０００ △ １００，０００ 熊本県支部へ熊本地震初期活動費として
渉外関係活動費 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００
支出計 １，０００，０００ １，１００，０００ △ １００，０００ １１０．０

次年度繰越金 １５，０６４，８８９ １６，９５７，７４０ △ １，８９２，８５１ １１２．６ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ４，９５７，７４０円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円

合 計 １６，０６４，８８９ １８，０５７，７４０ △ １，９９２，８５１ １１２．４

第８号議案 平成２８年度 時局対策費積立金会計収支決算
自 平成２８年１月１日
至 平成２８年１２月３１日

― ２９ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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１．備 品

機 器 備 品

品 目 数量 購入年月 購入価格 備 考

１ 収納戸棚 ３ Ｈ ９．１０ ３７０，６５０

２ 書類保管庫 ３ Ｈ１３．４ ３７０，４８２

３ プロジェクター １ Ｈ１４．８ ３３８，１００ Epson

４ ビデオカメラ １ Ｈ１９．１２ １３８，９０６

５ プロジェクター １ Ｈ１９．１２ ２７９，８００

６ 書類保管庫 １ Ｈ２０．９ １１５，８１５

計 ６ 品 目 １０ １，６１３，７５３

消 耗 備 品

品 目 数 量 購入価格 備 考

１ 片袖机 他 ４２点 １，５６８，９６６

第９号議案 平成２８年度 財産目録
平成２８年１２月３１日

― ３０ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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２．普通預金，定期預金，通常貯金

会 計 区 分 種 類 預金残高 取 引 銀 行
⑴ 経 常 部 普通預金 １９，６４２，４３７ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

〃 ６００，３８１ 〃 〃
通常貯金 ５８，７１６ 神田三崎町郵便局

計 ２０，３０１，５３４
⑵ 高山・血脇記念同窓会基金 普通預金 ３３４，９９１ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

定期預金 １２，０００，０００ 〃 〃
普通預金 １，２３９，２９３ 〃 〃
普通預金 １５６，４８１ みずほ信託銀行 本 店
定期預金 １２，１５０，０００ 〃 〃

計 ２５，８８０，７６５
⑶ 共 済 基 金 普通預金 １９，５８３，６５５ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

定期預金 ７５，０００，０００ 〃 〃
普通預金 ２４０，６６９ みずほ信託銀行 本 店
定期預金 ３，４５０，０００ 〃 〃

計 ９８，２７４，３２４
⑷ 名 簿 積 立 金 普通預金 ３，００１，２４０ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

計 ３，００１，２４０
⑸ 退 職 積 立 金 普通預金 ９，１６４，３５８ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

計 ９，１６４，３５８
⑹ 同窓会創立１２０周年記念事業積立金 普通預金 ０ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

計 ０
⑺ 卒後研修セミナー 普通預金 ７，６３３，４３３ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

計 ７，６３３，４３３
⑻ 卒後研修セミナー 普通預金 １５７，１３２ みずほ信託銀行 本 店
積 立 金 定期預金 １２，０００，０００ 〃 〃

計 １２，１５７，１３２
⑼ 時局対策費積立金 普通預金 ４，９５７，７４０ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

定期預金 １２，０００，０００ 〃 〃
計 １６，９５７，７４０

合 計 １９３，３７０，５２６

― ３１ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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平成２８年度東京歯科大学同窓会業務運営状況及び経常部収支決算，特別会計収支

決算（即ち，高山・血脇記念同窓会基金決算，共済基金決算，名簿積立金決算，退

職積立金決算，同窓会創立１２０周年記念事業積立金決算），卒後研修セミナー収支決

算，卒後研修セミナー積立金収支決算，時局対策費積立金会計収支決算，及び財産

目録につき諸帳簿，証憑書類を監査した結果適正に処理されていることを認めま

す。

平成２９年５月２５日

常任監事 春 山 良 夫 !

監 事 藤 原 元 幸 !

監 事 矢 島 安 朝 !

監 査 報 告

―３２ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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総務・厚生部
１．支部未入会者対策を講じる。
２．準会員・新進会員との連携を深める。
３．母校水道橋校舎整備事業に協力する。
４．諸会合の準備・調整並びに運営を行う。
５．会員現況の把握並びに名簿の補完を図る。
６．母校・父兄会・学生との連携を図る。
７．同窓会改革をすすめ，そのための会則等の見直しを行う。
８．支部・地域支部連合会，都道府県代表者，学年代表者との情報交換を促進する。
９．慶弔基金の円滑な運営を図る。
１０．会員厚生および親睦の充実を図る。
１１．女性会員の活動推進を図る。
１２．会員名簿発行の検討，準備を行う。

渉 外 部
１．各歯科大学・大学歯学部の同窓会・校友会との交流を図り，緊密なる友好を深める。
２．会員の歯科医政関係者との緊密な連携を保ち医政の推進を図る。
３．母校との連携のもとに国・公・私的機関等と協力し，人材の確保，育成に努める。
４．渉外活動に関する情報交換を進め，全国レベルでの情報の共有と集約を図る。
５．東歯同窓国会議員を支える会を介して，東歯同窓国会議員を支援する。

広 報 部
１．会報を年４回発行し，会員と情報交換を図る。
２．ホームページ・フェイスブックの維持管理を行う。
３．インターネットを通した情報交換システムを検討推進する。
４．同窓会と会員間の交流のためのネットワークシステムを推進する。

事業推進部
１．人材育成を目的とするアカデミア事業に関連委員会が連携をとって取り組む。
２．地域支部連合会・支部における講演会や研修活動を支援する。
３．各歯科大学・大学歯学部の同窓会・校友会学術担当者や社会保障関係者と交流を深
める。

４．生涯研修制度や歯科保健医療制度の動きを分析し，現状の課題を解説し将来を考察
するシンクタンク機能の推進を図る。

５．生涯研修としての学術セミナーおよび研修会を開催する。
６．最新の学術情報の収集および分析を行い，整理蓄積する。

第１０号議案 平成３０年度 事業計画
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平成３０年度 入会金 本学出身の会員 ０円
推薦会員 ５，０００円

平成３０年度 会費 ２０，０００円
若手の会員（卒後６～１０年目） １０，０００円
新進会員（卒後５年以内） １０，０００円
大学支部に所属する推薦会員 １０，０００円

平成３０年度 負担金 ０円

第１１号議案 平成３０年度 入会金および会費等

―３４ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

会費 ８９，０００，０００ ９２，１００，０００ △ ３，１００，０００ １０３．５ 平成３０年度分 ４，０６０人 ８３，０００，０００円
平成２９年度分 ３１０人 ５，１００，０００円
平成２８年度以前分 ２８０人 ４，０００，０００円
合計 ４，６５０人 ９２，１００，０００円

入会金 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 新卒者入会金 ０円
推薦会員入会金 ５，０００円×２人

負担金 ０ ０ ０

雑収入 １，５００，０００ １，３８０，０００ １２０，０００ ９２．０ 会報広告料 他

繰入金収入 ８００，０００ ８００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー積立金より繰入

収入計 ９１，３１０，０００ ９４，２９０，０００ △ ２，９８０，０００ １０３．３

前年度繰越金 ８，０００，０００ ２０，０００，０００ △１２，０００，０００ ２５０．０

合 計 ９９，３１０，０００ １１４，２９０，０００ △１４，９８０，０００ １１５．１

第１２号議案 平成３０年度 経常部収支予算
自 平成３０年１月１日
至 平成３０年１２月３１日

― ３５ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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支出の部
科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要

円 円 円 ％

事務費 ３４，４２８，０００ ３４，９９３，００３ △ ５６５，００３ １０１．６

給与費 ２２，０４６，０００ ２２，７８８，２５３ △ ７４２，２５３ １０３．４ 事務職員
福利厚生費 １，０８２，０００ ７８０，０００ ３０２，０００ ７２．１ 役員等傷害保険，中退共掛金
地代家賃 ４，２５０，０００ ４，２５０，０００ ０ １００．０ 同窓会室，駐車場
通信費 １，３８３，０００ １，３７５，０００ ８，０００ ９９．４
印刷費 ７９５，０００ ７２０，０００ ７５，０００ ９０．６
備品購入費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０
消耗品費 ３３７，０００ ３３３，０００ ４，０００ ９８．８
集金手数料 ３，４１０，０００ ３，９１０，０００ △ ５００，０００ １１４．７
保守管理委託費 ５８０，０００ ２３８，７５０ ３４１，２５０ ４１．２
会員情報管理
システム改修費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０ 会員情報管理データベースの機能追

加，改修作業
雑費 １４５，０００ １９８，０００ △ ５３，０００ １３６．６

事業費 ４９，９４２，０００ ４６，１８５，０００ ３，７５７，０００ ９２．５

旅費交通費 １９，１９８，０００ １８，６４０，０００ ５５８，０００ ９７．１ 旅費日当削減
総務・厚生関係費 ４，０９７，０００ ３，９５０，０００ １４７，０００ ９６．４ 準会員・新進会員連携関係費
渉外関係費 １，０６０，０００ １，０６０，０００ ０ １００．０
広報関係費 １０，２１２，０００ ９，５３５，０００ ６７７，０００ ９３．４ 会報発行４回
事業推進関係費 １，７７５，０００ １，５４０，０００ ２３５，０００ ８６．８ アカデミア関係費
会合費 ５００，０００ ４８０，０００ ２０，０００ ９６．０
連合会・支部関係費 ４，２９０，０００ ４，７４０，０００ △ ４５０，０００ １１０．５
交際費 ５，１７５，０００ ４，６１５，０００ ５６０，０００ ８９．２
慶弔費 ２，０２５，０００ ０ ２，０２５，０００ ０．０
雑費 １，６１０，０００ １，６２５，０００ △ １５，０００ １００．９

会議費 １，８３０，０００ １，６００，０００ ２３０，０００ ８７．４

役員会費 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０
評議員会費・
都道府県代表者会費 １，０００，０００ ９００，０００ １００，０００ ９０．０

学年代表者会費 ５３０，０００ ４００，０００ １３０，０００ ７５．５
雑費 ２９０，０００ ２９０，０００ ０ １００．０

特別会計繰入金 ３，１１０，０００ ６，１１０，０００ △ ３，０００，０００ １９６．５

高山・血脇記念
同窓会基金 １１０，０００ １１０，０００ ０ １００．０

名簿積立金 ３，０００，０００ ３，０００，０００ ０ １００．０
慶弔基金 ０ ３，０００，０００ △ ３，０００，０００

支出計 ８９，３１０，０００ ８８，８８８，００３ ４２１，９９７ ９９．５

予備費 １０，０００，０００ ２５，４０１，９９７ △１５，４０１，９９７ ２５４．０

合 計 ９９，３１０，０００ １１４，２９０，０００ △１４，９８０，０００ １１５．１

― ３６ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １１０，０００ １１０，０００ ０ １００．０ 入会金 １０，０００円
経常部より繰入 １００，０００円

雑収入 １０，０００ ３，０００ ７，０００ ３０．０ 預金利息 他

収入計 １２０，０００ １１３，０００ ７，０００ ９４．２

前年度繰越金 ２５，８６８，０００ １６，００１，０００ ９，８６７，０００ ６１．９

合 計 ２５，９８８，０００ １６，１１４，０００ ９，８７４，０００ ６２．０

支出の部
科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要

円 円 円 ％

母校への寄付 １０，０００，０００ ０ １０，０００，０００ ０．０

通信費 ５，０００ ５，０００ ０ １００．０

雑費 ５，０００ ５，０００ ０ １００．０

支出計 １０，０１０，０００ １０，０００ １０，０００，０００ ０．１

次年度繰越金 １５，９７８，０００ １６，１０４，０００ △ １２６，０００ １００．８

合 計 ２５，９８８，０００ １６，１１４，０００ ９，８７４，０００ ６２．０

第１３号議案 平成３０年度 高山・血脇記念同窓会基金収支予算
自 平成３０年１月１日
至 平成３０年１２月３１日

― ３７ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済負担金 １６，５８０，０００ ０ １６，５８０，０００ ０．０ 平成３０年度分 ０人 ０円
平成２９年度分 ０人 ０円
平成２８年度以前分 ０人 ０円
合計 ０人 ０円

雑収入 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０ 預金利息 他

収入計 １６，６８０，０００ ０ １６，６８０，０００ ０．０

前年度繰越金 ８０，０００，０００ １０１，０００，０００ △２１，０００，０００ １２６．３

合 計 ９６，６８０，０００ １０１，０００，０００ △ ４，３２０，０００ １０４．５

支出の部
科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要

円 円 円 ％

共済金 １４，６００，０００ ０ １４，６００，０００ ０．０ 弔慰共済金 ０円
罹災共済金 ０円
８０歳祝金 ０円
１００歳祝金 ０円

事務費 ２００，０００ ０ ２００，０００ ０．０ 弔慰金，祝金送料 他

繰入金支出 ０ １０１，０００，０００ △１０１，０００，０００ 慶弔基金へ移管

支出計 １４，８００，０００ １０１，０００，０００ △８６，２００，０００ ６８２．４

予備費 ６，０００，０００ ０ ６，０００，０００ ０．０

給付準備金 ７５，８８０，０００ ０ ７５，８８０，０００ ０．０

合 計 ９６，６８０，０００ １０１，０００，０００ △ ４，３２０，０００ １０４．５

平成３０年度 共済基金収支予算
自 平成３０年１月１日
至 平成３０年１２月３１日

― ３８ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

基金収入 ０ １０１，０００，０００ △１０１，０００，０００ 共済基金より移管

繰入金 ０ ３，０００，０００ △ ３，０００，０００ 経常部より繰入

雑収入 ０ ２０，０００ △ ２０，０００ 預金利息 他

収入計 ０ １０４，０２０，０００ △１０４，０２０，０００

前年度繰越金 ０ ０ ０

合 計 ０ １０４，０２０，０００ △１０４，０２０，０００

支出の部
科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要

円 円 円 ％

弔慰金 ０ ６，４００，０００ △ ６，４００，０００ ８０，０００円×５０人，３０，０００円×８０人

８０歳祝金 ０ ４，０００，０００ △ ４，０００，０００ ５０，０００円×８０人

１００歳祝金 ０ ３０，０００ △ ３０，０００ ３０，０００円×１人

供花料 ０ ２，６００，０００ △ ２，６００，０００ ２０，０００円×１３０件

通信費 ０ ３０５，０００ △ ３０５，０００

雑費 ０ １０，０００ △ １０，０００

支出計 ０ １３，３４５，０００ △１３，３４５，０００

予備費 ０ ９０，６７５，０００ △９０，６７５，０００

合 計 ０ １０４，０２０，０００ △１０４，０２０，０００

平成３０年度 慶弔基金収支予算
自 平成３０年１月１日
至 平成３０年１２月３１日

― ３９ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ３，０００，０００ ３，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より繰入

雑収入 １０，０００ ３，０００ ７，０００ ３０．０ 預金利息 他

収入計 ３，０１０，０００ ３，００３，０００ ７，０００ ９９．８

前年度繰越金 ３，００１，３６８ ６，００１，２５９ △ ２，９９９，８９１ ２００．０

合 計 ６，０１１，３６８ ９，００４，２５９ △ ２，９９２，８９１ １４９．８

支出の部
科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要

円 円 円 ％
名簿作成費 ０ ０ ０

雑費 ０ ３，０００ △ ３，０００

支出計 ０ ３，０００ △ ３，０００

次年度繰越金 ６，０１１，３６８ ９，００１，２５９ △ ２，９８９，８９１ １４９．７

合 計 ６，０１１，３６８ ９，００４，２５９ △ ２，９９２，８９１ １４９．８

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ０ ０ ０

雑収入 １０，０００ ３，０００ ７，０００ ３０．０ 預金利息 他

収入計 １０，０００ ３，０００ ７，０００ ３０．０

前年度繰越金 ９，１６４，３５８ ９，１６４，４３６ △ ７８ １００．０

合 計 ９，１７４，３５８ ９，１６７，４３６ ６，９２２ ９９．９

支出の部
科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要

円 円 円 ％
退職金支出 ０ ０ ０

雑費 ０ ３，０００ △ ３，０００

支出計 ０ ３，０００ △ ３，０００

次年度繰越金 ９，１７４，３５８ ９，１６４，４３６ ９，９２２ ９９．９

合 計 ９，１７４，３５８ ９，１６７，４３６ ６，９２２ ９９．９

平成３０年度 名簿積立金収支予算
自 平成３０年１月１日
至 平成３０年１２月３１日

平成３０年度 退職積立金収支予算
自 平成３０年１月１日
至 平成３０年１２月３１日

― ４０ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

受講料 ６，７９６，０００ ５，６７２，０００ １，１２４，０００ ８３．５ 臨床セミナー ５，５７６，０００円
セミナーNo．１画像診断セミナー
デンタル，パノラマX線画像と
コーンビームCTの読像

３３６，０００円
７，０００×４８人 ３３６，０００円

セミナーNo．２補綴セミナー
補綴臨床におけるデジタルデン
ティストリーの真髄

４８０，０００円
１０，０００×４８人 ４８０，０００円

セミナーNo．３ペリオセミナー
あなたの歯周治療をさらなる高みへ
～切除療法・ティッシュマネージ
メントから再生療法までを学ぶ１．５～

２，２８０，０００円
〔受講割引なし〕

１００，０００×１２人 １，２００，０００円
〔受講割引あり〕

９０，０００×１２人 １，０８０，０００円
セミナーNo．４ベーシックハンズオン
セミナーすぐに役立つ臨床のコツ
～実践スキルの向上
補綴，矯正，ペリオ，口腔外科編～

７２０，０００円
１５，０００×４８人 ７２０，０００円

セミナーNo．５小児歯科セミナー
向き合いませんか！小児歯科治療
～小児の特徴・カリエス治療・
抜歯後の保隙・経過観察～

１，７６０，０００円
〔受講割引なし〕

６０，０００×１６人 ９６０，０００円
〔受講割引あり〕

５０，０００×１６人 ８００，０００円

医療教養フォーラム ９６，０００円
超高齢社会における口腔保健の課題
～２０２５年を迎えるにあたって，
やっておかなければならないこと～

９６，０００円
２，０００×４８人 ９６，０００円

雑収入 ２０，０００ ２０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

繰入金収入 １，２００，０００ １，２００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー積立金より繰入

収入計 ８，０１６，０００ ６，８９２，０００ １，１２４，０００ ８６．０

前年度繰越金 ６，０００，０００ ８，０００，０００ △ ２，０００，０００ １３３．３

合 計 １４，０１６，０００ １４，８９２，０００ △ ８７６，０００ １０６．３

第１４号議案 平成３０年度 卒後研修セミナー収支予算
自 平成３０年１月１日
至 平成３０年１２月３１日

― ４１ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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支出の部
科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要

円 円 円 ％

事務費 ４９０，０００ ４９０，０００ ０ １００．０

通信運搬費 ４５０，０００ ４５０，０００ ０ １００．０
消耗品費 ３０，０００ ３０，０００ ０ １００．０
雑費 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０

事業費 ６，９１５，０００ ６，８００，０００ １１５，０００ ９８．３

講師謝礼費 １，０９０，０００ １，２００，０００ △ １１０，０００ １１０．１
講師旅費交通費 ３３０，０００ ２７０，０００ ６０，０００ ８１．８
資料作成費 ２６０，０００ ３３０，０００ △ ７０，０００ １２６．９
役務費 ３１０，０００ ８６０，０００ △ ５５０，０００ ２７７．４ セミナー主任，運営 他 ４８０，０００円

実習講師等 ３８０，０００円
実習器材費 １，６９０，０００ １，６５０，０００ ４０，０００ ９７．６ 模型，器材 １，３５０，０００円

テキスト ３００，０００円
設営費 １，２８５，０００ ５４０，０００ ７４５，０００ ４２．０ 受講生・演者・委員昼食 ２４０，０００円

会場設営等関係費 １００，０００円
運営器材費 １００，０００円
消耗品費 １００，０００円

印刷広報費 ８００，０００ ８００，０００ ０ １００．０ プログラム印刷 他
受講証関係費 ５０，０００ ５０，０００ ０ １００．０
広告費 ８００，０００ ８００，０００ ０ １００．０ 雑誌広告 他
渉外費 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０ 講師打合せ会費 他
会場費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０

公租公課 ４００，０００ ４００，０００ ０ １００．０

支出計 ７，８０５，０００ ７，６９０，０００ １１５，０００ ９８．５

予備費 ６，２１１，０００ ７，２０２，０００ △ ９９１，０００ １１６．０

合 計 １４，０１６，０００ １４，８９２，０００ △ ８７６，０００ １０６．３

― ４２ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ０ ０ ０

雑収入 １０，０００ ５，０００ ５，０００ ５０．０ 預金利息 他

収入計 １０，０００ ５，０００ ５，０００ ５０．０

前年度繰越金 １２，１５８，０００ １０，１５８，８１６ １，９９９，１８４ ８３．６

合 計 １２，１６８，０００ １０，１６３，８１６ ２，００４，１８４ ８３．５

支出の部
科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要

円 円 円 ％

繰入金支出 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部へ繰入 ８００，０００円
卒後研修セミナーへ繰入 １，２００，０００円

通信費 ５，０００ ３，０００ ２，０００ ６０．０

支出計 ２，００５，０００ ２，００３，０００ ２，０００ ９９．９

次年度繰越金 １０，１６３，０００ ８，１６０，８１６ ２，００２，１８４ ８０．３

合 計 １２，１６８，０００ １０，１６３，８１６ ２，００４，１８４ ８３．５

平成３０年度 卒後研修セミナー積立金収支予算
自 平成３０年１月１日
至 平成３０年１２月３１日

― ４３ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017

82



収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １，５００，０００ １，５００，０００ ０ １００．０ 経常部より繰入

雑収入 １０，０００ ５，０００ ５，０００ ５０．０ 預金利息 他

収入計 １，５１０，０００ １，５０５，０００ ５，０００ ９９．７

前年度繰越金 １７，９５７，７４０ １８，４５８，７９８ △ ５０１，０５８ １０２．８

合 計 １９，４６７，７４０ １９，９６３，７９８ △ ４９６，０５８ １０２．５

支出の部
科 目 平成２９年度予算額 平成３０年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要

円 円 円 ％

支部加入促進費 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０

支部活動助成金 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０

雑費 ０ ５，０００ △ ５，０００

支出計 ２，０００，０００ ２，００５，０００ △ ５，０００ １００．３

次年度繰越金 １７，４６７，７４０ １７，９５８，７９８ △ ４９１，０５８ １０２．８

合 計 １９，４６７，７４０ １９，９６３，７９８ △ ４９６，０５８ １０２．５

第１５号議案 平成30年度　時局対策費積立金会計収支予算
自 平成３０年１月１日
至 平成３０年１２月３１日

― ４４ ―

第１６号議案 北支部・滝野川支部の合併

―４５ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017

第１７号議案 役 員 改 選

―４６ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017

第１８号議案 選挙管理委員・予備選挙管理委員の選出

―４７ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017

協 議 題

― ４８ ―

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／進行中／土橋孝幸（ＴＤ）／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度／東歯大同窓会・議案書　Ｈ２９年度  2017

83


